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午前１０時００分  開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

○議長（杉本信一君） 本日をもって招集されました令和７年第１回遠軽町議会定例会

を開会します。 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（杉本信一君） 直ちに、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎諸般報告 

○議長（杉本信一君） 会議に先立ち、局長をして諸般の報告をします。 

○議会事務局長（小野寺正彦君） 御報告いたします。 

 ただいまの出席議員は、１５人であります。 

 本日の列席者は、佐々木町長、佐藤教育長、村瀬代表監査委員、石丸農業委員会会長

であります。 

 次に、地方自治法第１２１条の規定による説明員、議会事務局からの出席者、監査委

員の令和６年度例月出納検査の結果、議長の執務及び閉会中における各委員会等の活動

状況につきましては、別紙印刷の上、お手元に配付のとおりであります。 

 なお、説明員につきましては、案件により、主幹等が入ることもありますので御了承

願います。 

 次に、本定例会の日程は、第３１までとなっております。 

 また、追加議案等が予定されておりますので、あらかじめ御連絡申し上げておきま

す。 

 以上で報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（杉本信一君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員には、会議規則第１２５条の規定により、白幡議員、渡辺議員

を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（杉本信一君） 日程第２ 会期の決定についてを議題とします。 

 本件について、議会運営委員長の報告を求めます。 

 秋元議会運営委員長。 

○議会運営委員長（秋元直樹君） －登壇－ 

 御報告いたします。 
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 本日をもって招集されました令和７年第１回遠軽町議会定例会の会期につきまして

は、２月２８日午後２時より議会運営委員会を開催し、審議の結果、本日から３月１４

日までの９日間と決定いたしました。 

 なお、３月８日、９日の２日間は、休日のため休会とし、３月１０日から１３日まで

の４日間は、予算審査のため休会といたします。 

 追加議案、意見書等につきましては、それぞれ調整の上、３月１２日午後５時までに

議長へ提出されるようお願いいたします。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（杉本信一君） お諮りします。 

 本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から３月１４日までの９日間

にしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から３月１４日までの９日間とすることに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 令和７年度施政執行方針及び提出案件要旨並び 

に令和７年度教育行政執行方針 

○議長（杉本信一君） 日程第３ 令和７年度施政執行方針及び提出案件要旨並びに令

和７年度教育行政執行方針を行います。 

 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） －登壇－ 

 令和７年第１回遠軽町議会定例会の開会に当たり、議員の皆様には、大変お忙しい中

御参集いただき、厚くお礼を申し上げます。 

 初めに、令和６年第８回遠軽町議会定例会以降における行政について御報告いたしま

す。 

 まず、１月１５日に第１７２回芥川賞・直木賞の選考会が開かれ、伊与原新さんの

「藍を継ぐ海」が直木賞を受賞しました。「藍を継ぐ海」の五つの短編集のうち「星隕

つ駅逓」は、白滝を舞台とした物語で、白滝の豊かな自然やそこに暮らす人々の温かさ

が文学という形で表現されたものであり、このたびの受賞は本町にとって大変喜ばしい

出来事です。 

 文学の力は、人々に感動や希望を与え、地域を活性化する大きな可能性を秘めていま

す。この受賞を機に、より一層魅力的な町として発展していくよう、取り組んでまいり

ます。 

 次に、２月１１日、札幌市において、ＪＲ石北本線の利用促進と冬の観光ＰＲ活動を

実施しました。沿線自治体の首長らとともに、パンフレットや特産品を配布し、ＪＲ石

北本線の利用を呼びかけました。 
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 次に、２月１５日に陸上自衛隊遠軽駐屯地存置期成会として、遠軽商工会議所及び遠

軽信用金庫とともに２０２５年特別講演会を開催し、会場の芸術文化交流プラザには約

６２０人もの来場者が訪れました。 

 本講演会では、著名なジャーナリストで国家基本問題研究所理事長の櫻井よしこ氏を

講師にお迎えし、「日本の進路と誇りある国づくり」と題して御講演をいただきまし

た。櫻井氏は、広い国際的視野と深い見識に基づき、今後の日本がどのような道筋をた

どるべきかについて貴重な御提言をいただいたところであり、日本の未来を考える上

で、大変有意義な機会となりました。 

 次に、２月２３日に本町及び湧別町において、湧別原野オホーツククロスカントリー

スキー大会が開催されました。全国各地から参加した選手たちは、白銀の大雪原を駆け

抜け、熱戦を繰り広げました。 

 昨年と同様、降雪不足の影響により、コースを遠軽－湧別間に短縮しての開催となり

ましたが、地権者の皆様をはじめ、多くの関係団体の皆様や住民ボランティアの皆様の

御協力により、無事に大会を終了することができました。 

 次に、令和７年度予算をはじめ、関連する議案を御審議いただくに当たり、町政執行

に対する基本的な姿勢と考え方について申し上げます。 

 私も町政を担わせていただき、任期の最終年を迎えることとなりました。いまだ解決

すべき課題は山積しておりますが、町民憲章に掲げられた「永遠に輝く遠軽町」の実現

に向け、町民の皆様とともに考え、ともに行動し、柔軟な発想と創意工夫をもって、責

任と決断に基づいたまちづくりに邁進してまいりました。 

 この間、町民並びに議員の皆様には、多大なる御理解と御支援を賜り、心から感謝申

し上げます。 

 我が国は、人口減少と少子高齢化という構造的な課題に直面しており、これが地域経

済の縮小に拍車をかけています。労働力不足や後継者不足は深刻さを増し、地域によっ

ては基幹産業の維持さえ困難な状況が見られます。 

 加えて、世界的な物価高騰と急激な円安は、中小企業や地域経済に大きな打撃を与え

ています。原材料価格やエネルギー価格の高騰は、企業の収益を圧迫し、価格転嫁が難

しい中小企業にとっては経営の重荷となっています。人手不足も重なり、事業継続を断

念せざるを得ないケースも散見され、これらの要因が複合的に作用し、地域経済は依然

として厳しい状況にあります。 

 さらに、合併市町村への優遇策であった地方交付税の合併算定替については、終了後

の交付税額縮減による影響が危惧されたことから、合併町村の実態を踏まえた交付税算

定について遠軽町が発案し、私が会長を務める北海道合併市町連携会議の要望活動に

よって大きな財源確保は図られたものの、地方交付税の減少傾向は続いており、遠軽町

が歴史を刻み続け、未来を切り開いていくためには、何よりも確固たる財政基盤の構築

が重要となります。 
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 このような状況の中、遠軽町のまちづくりは、従来の常識にとらわれない革新的な発

想で、社会情勢の変化や町民の皆様のニーズに的確に対応していくとともに、合併前の

厳しい財政状況に決して逆戻りすることのないよう、一層の事務効率化や施設統廃合と

いった行財政改革を断行していく必要があります。 

 このことから、令和７年度におきましても、常に危機意識を高く持ち、健全な財政運

営を堅持しながら、山積する諸課題への対応はもとより、地場産業の振興、医療・福祉

・教育の充実、さらには人口減少の抑制、社会資本整備等の推進など、多岐にわたる施

策を積極的に展開してまいります。 

 これらを踏まえ、令和７年度予算では、令和７年度末に竣工を予定している災害対策

本部としての役割も持った役場庁舎と遠軽地区広域組合庁舎を一体化した新庁舎の整備

を推進するほか、旭野一般廃棄物最終処分場の埋立て完了に伴う新たな一般廃棄物最終

処分場の整備、並びに遠軽小学校及び生田原コミュニティセンター「ノースキング」の

大規模改修事業を円滑に進めるための所要経費などを計上いたしました。 

 また、第１次産業をはじめとする産業の担い手と雇用を確保し、地域資源を最大限に

活用した産業振興を図るとともに、遠紋地域の中心地としての役割を果たすべく、医療

提供体制の確保と教育環境の充実を推進するなど、将来にわたり住民が安心して住み続

けたいと思えるまちづくりを基本に据え、予算を編成いたしました。 

 そして何より、本議会に提案をいたしました第３次遠軽町総合計画の将来像である

「森林と清流 未来に響く 豊かなまち」の実現に向けて邁進してまいりますので、町

民並びに議員の皆様には、今後とも格別の御支援と御協力を賜りますよう、心よりお願

い申し上げます。 

 次に、令和７年度に実施します主な施策について、総合計画の六つの基本方針に基づ

いて申し上げます。 

 一つ目の「人と自然が調和したまちづくり」については、本町には古来からの自然と

先人が築いた自然があり、これらを次世代へ継承し、自然との共存を町民全体で認識

し、人と自然が調和した持続可能なまちづくりを推進してまいります。 

 また、道路や交通などの生活基盤についても自然環境への負荷を低減しつつ、安全で

快適な基盤整備を進めてまいります。 

 森林については、水源の涵養、国土の保全、地球温暖化防止、さらに木材の生産など

の多面的機能を有していることから、大切な自然環境を守りつつ、木材利用を進め、持

続可能な森林整備を行ってまいります。 

 河川整備については、景観や生態系の保全、都市における潤いと安らぎを与える空間

としつつ、災害に強い河川づくりを行ってまいります。 

 なお、道河川の整備については、生田原川において、国道２４２号荒瀬橋上流の河道

整備、また支湧別川において砂防工事が予定されています。 

 町道整備については、生活道路の安全性や居住環境の整備に配慮するとともに、緊急
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度を考慮し、道路改良舗装工事を実施してまいります。 

 また、交流人口の増加など地域経済の活性化に大きく期待される旭川・紋別自動車道

及び命の道路とも言える遠軽北見道路の整備については、引き続き関係機関に要請を

行ってまいります。 

 道道の整備については、遠軽停車場線の無電柱化に係る工事及び遠軽雄武線道路拡幅

工事が予定されています。 

 公共交通については、人口減少と少子高齢化が進む中、町民の皆様の暮らしに必要な

移動手段を確保するため、町内バス路線の見直しなど、町民ニーズに合致した交通ネッ

トワークの構築を目指すとともに、同じような生活圏を持つ湧別町及び佐呂間町と連携

し、持続可能な地域公共交通の在り方について、調査・検討を継続してまいります。 

 ＪＲ石北本線については、北海道全体の路線であるという認識の下、関係団体ととも

に存続に向けた活動に取り組んでまいります。 

 二つ目の「キレイで明るい安全・安心な暮らしの場づくり」については、住宅環境や

水・ごみ処理等の生活環境のきれいさを維持し、住みごこちのよさを充実させてまいり

ます。 

 また、消防・救急体制の充実や災害・犯罪への備えを確立し、明るく安全・安心な暮

らしの場づくりを進めてまいります。 

 住宅環境の向上については、住生活基本計画及び町営住宅長寿命化計画に基づき、遠

軽地域では川岸団地公営住宅長寿命化改修工事、丸瀬布地域では若葉団地公営住宅長寿

命化改修工事、白滝地域では西区第２団地公営住宅長寿命化改修工事及びこれに即した

公営住宅解体工事の実施など、これからも地域に合った適切な管理を行ってまいりま

す。 

 また、年々増加する空き家等については、空家等対策計画に基づき、空き家等の発生

の抑制と適正管理を推進するとともに、周辺環境に多大な悪影響を及ぼす管理不全空家

や特定空家等への対策に取り組んでまいります。 

 上下水道の充実については、配水管の更新を行い、安全で安心な水道水の供給に努め

るとともに、生活環境の改善や雨水、浸水対策を図るため、下水道管渠整備及び下水処

理場の整備を進めてまいります。 

 防災体制の充実については、これまで中央幹線排水路の放水路や清川浄水場の滞水池

「えんため～る」を整備するなど、さまざまな対策を講じてきたところですが、近年、

今までの常識では想定できない局所的な自然災害が全国各地で起きています。 

 このため、道内でも先駆的な訓練として高い評価を得ている、関係機関と連携した遠

軽町災害対策本部図上訓練を実施し、災害対処能力の向上や防災対策に関する機能強化

を図ってまいります。 

 また、隔年で実施している総合防災訓練を実施し、自助・共助の精神など町民の防災

意識を高めてまいりますとともに、災害対応に必要な物品等を計画的に購入しながら、
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町民の安全確保に努めてまいります。 

 ごみ処理の充実については、持続可能な循環型社会を実現するため、一般廃棄物処理

基本計画に基づき、ごみの減量化、再利用・再資源化を進めるとともに、遠軽地区広域

組合が主体となり、新たなえんがるリサイクルセンターの運営及び一般廃棄物最終処分

場の整備を進めてまいります。 

 三つ目の「創造性と継続性、後世につなぐ産業づくり」については、本町は豊かな自

然を生かした農林業と交通の要衝として商工業が発展し、現在の町を形成してきまし

た。近年の労働力の減少や経済規模の縮小など厳しい状況の中で、地域経済活性化と雇

用創出を図り、後世につながる産業づくりを進めてまいります。 

 本町の基幹産業である農業については、国・道の支援策を積極的に活用しながら、経

営の継続を支援し、農業・農村環境の維持を図ってまいります。 

 農業担い手対策については、新規就農者が著しく増加しており、今後も新規就農を推

進していくほか、後継者の確保にも積極的に取り組んでまいります。 

 畜産関係では、家畜防疫対策や酪農ヘルパー利用推進事業を推進していくほか、計画

的な飼料確保を目的に畜産担い手育成総合整備事業に取り組んでまいります。 

 農業農村整備対策については、農地中間管理事業や多面的機能交付金を活用し、農村

環境の永続的な維持につなげてまいります。 

 鳥獣被害防止対策については、遠軽町鳥獣被害防止計画に基づき、猟友会の協力を得

ながら、エゾシカ、ヒグマなどの駆除・捕獲を行うため、ハンターが所属エリア以外で

も活動できるよう取り組むとともに、電気柵の活用により、生産者の積極的な自己防衛

を喚起しながら、農林産物の被害防止に努めてまいります。 

 林業の振興については、木材利用の促進や未利用材の有効活用に資するための機械導

入支援など、森林環境譲与税を活用しながら進めていくとともに、関係団体と連携しな

がら、森林の適正な管理と整備を行ってまいります。 

 商工業の振興については、物価高騰により厳しい経済状況が続く中、地域経済の持続

及び活性化を図るため、中小企業者に対する融資制度のほか、店舗や工場の整備に対す

る支援制度等により、遠軽町全域の商工業の発展を目指してまいります。 

 観光と物産の振興については、各地域で開催される観光イベントへの支援や、道の駅

「遠軽森のオホーツク」をはじめとする観光施設の充実を図るとともに、国宝「北海道

白滝遺跡群出土品」などの地域の魅力と資源を生かした、特産品開発支援や観光地づく

りと地域ブランド化を推進してまいります。 

 四つ目の「誰もが安心して未来へつながるまちづくり」については、町民が将来にわ

たり安心して元気に生活できるよう、健康で生きがいを持ち、地域で支え合う優しいま

ちづくりを進めてまいります。健康づくりや身近な医療・福祉サービスの確保、地域の

つながりや支援体制の強化を図り、生き生きと健やかに暮らせる町を目指してまいりま

す。 
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 保健対策の充実については、病気の予防と早期治療を促すとともに、関係機関との連

携を強化し、健康増進、保健予防の普及に取り組んでまいります。 

 地域医療の確保については、住み慣れた場所で安心して医療を受けられるよう、関係

機関と連携を図り、産婦人科医師をはじめ医療機関や診療体制の確保に努めているとこ

ろです。現在、遠軽厚生病院では産婦人科医師が２人体制ですが、診療体制充実のた

め、引き続き医師確保に取り組んでまいります。 

 子育て環境の充実については、子ども・子育て支援事業計画に基づき、遠軽町子ども

・子育て会議におけるさまざまな議論を踏まえ、次世代育成への取組を推進してまいり

ます。 

 高齢者福祉の充実については、高齢者が住み慣れた場所で生きがいを持ちながら健康

に暮らせる環境づくりを進めてまいります。 

 障がい者・児福祉の充実については、障がいの有無にかかわらず希望する地域での生

活を続けられるよう関係団体と連携し、体制の整備を進めてまいります。 

 五つ目の「文化と郷土愛が根付く彩り豊かなまちづくり」については、人づくりはま

ちづくりの根幹です。本町の文化・特色を知り、地域資源を活用した学びにより、地域

づくりに貢献できる人材を育成し、町民一人一人が心身ともに豊かな生活を送れるよ

う、学習・文化・スポーツ活動の環境を整えてまいります。 

 学校教育の充実については、学校・家庭・地域と連携を図りながら、子どもの「生き

る力」と「郷土を愛する心」を育み、安全・安心に学習できる環境整備に努めてまいり

ます。 

 また、少子化が進む中、地域の教育力を維持するためには、遠軽高等学校の５学級を

維持することが重要です。町ではこれまで、同校に対して学習面・部活動面での支援、

通学者への助成、下宿整備への補助などを行ってきました。その結果、通学区域外から

の生徒数が１２０人を超えるなど、同校の魅力化の成果が現れるとともに、人口増加の

取組としても全国的にも有数なものとなっております。今後も同校への支援を継続し、

地域の教育水準を維持してまいります。 

 社会教育の充実については、各世代が学べる学習機会の充実と情報発信、指導者や各

団体の支援に努めてまいります。 

 芸術・文化活動の振興については、遠軽町芸術文化交流プラザを拠点として、芸術・

文化活動を継承・拡大していくための事業展開を進めるとともに、各団体が連携して活

動の活性化を図るための支援に努めてまいります。 

 文化財関係につきましては、令和５年に日本最古の国宝に指定された北海道白滝遺跡

群出土品１,９６５点により「日本最古の国宝のまち 遠軽町」をＰＲするため関係諸

団体と連携し、さらなる文化の振興と観光による地域活性化の起爆材となるよう町全体

で取り組んでまいります。 

 スポーツ・レクリエーション活動の充実については、スポーツ関係団体と連携し、各
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種スポーツ教室や大会の開催などの拡大を図ってまいります。 

 また、えんがる球場やえんがる球技場などのスポーツ施設をはじめ、えんがるロック

バレースキー場の夏季・冬季両面の利用促進と各種スポーツ大会、スポーツ合宿の受入

れを推進し、交流人口の拡大に努めてまいります。 

 六つ目の「みんなで拓く未来のまちづくり」については、１０年、２０年先を見据え

たまちづくりのため、情報共有と対話を充実させ、協働のまちづくりを目指してまいり

ます。 

 また、協働のまちづくりを進めるためには、情報の共有が基盤となることから、ス

マートフォンがますます身近になっている現在、情報発信や問合せ等の強化を図るた

め、遠軽町の公式ＬＩＮＥの機能を拡充してまいります。 

 行政改革については、第４次遠軽町行政改革大綱に基づき、常に変革する社会経済情

勢や地域の課題、町民ニーズ等に柔軟に対応することのできる持続可能な自治体運営の

確立を目指し、行政サービスの向上や事務事業の効率化などを進めるとともに、合併前

の厳しい財政状況に決して逆戻りすることのないよう、公共施設等総合管理計画や公共

施設の見直し方針を基本とし、公共施設の統廃合等に取り組んでまいります。 

 また、新庁舎の建設に伴い、窓口業務支援システムやセミセルフレジを導入し、窓口

サービスの向上を図ってまいります。 

 国の防衛、災害派遣など重要な任務を持つ陸上自衛隊遠軽駐屯地については、国家の

防衛のみならず、医療・福祉・教育などにおいても本町のまちづくりに欠かすことので

きない重要な役割を担っており、関係団体と連携を図り、あらゆる機会を通じて存置及

び部隊増強に向け積極的に取り組んでまいります。 

 コミュニティ活動については、地域の活性化に重要な役割を担っていただいている自

治会等のコミュニティ活動に対して積極的なサポートに努めてまいります。 

 以上、令和７年度の町政執行に対する所信と主な施策について申し上げました。 

 次に、令和７年度予算案について御説明申し上げます。 

 一般会計については、義務的経費は、公債費及び扶助費の増により、前年比３.８％

増、投資的経費は、新庁舎建設工事及び遠軽小学校大規模改修工事による普通建設事業

費の増により、前年比１６５.１％増、その他の経費は、物件費等の増により、前年比

４.６％の増となり、総額で前年比３７.５％増の２３６億３,１００万円としたところ

です。 

 また、特別会計については、国民健康保険特別会計２０億９,９３０万円、後期高齢

者医療特別会計４億１,６７２万９,０００円、介護保険特別会計２１億２,２４１万円

の３会計で４６億３,８４３万９,０００円とし、企業会計については、水道事業会計１

１億８４６万８,０００円、下水道事業会計１７億４,７１８万７,０００円としたとこ

ろです。 

 これによりまして、一般会計、特別会計及び企業会計を合わせた令和７年度予算は、
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前年比２６.２％増の３１１億２,５０９万４,０００円としたところです。 

 次に、一般会計予算の概要について申し上げます。 

 歳入については、令和７年度地方財政計画に基づき、本町の実情を踏まえ収入見込額

を計上したところです。 

 町税については、個人町民税では、デフレ脱却のための総合経済対策として実施され

た定額減税が一部終了したことに伴い、前年比８.５％増と見込んだところです。 

 また、固定資産税では、償却資産の過去の動向を踏まえ、前年比３.５％増としてお

ります。 

 これによりまして、町税総額は前年比４.７％増の２１億２,２６０万４,０００円を

計上したところです。 

 地方交付税については、地方財政計画を参考に本町の独自要因を勘案し、計上したと

ころです。 

 国庫支出金及び道支出金については、各補助事業などに対する可能な収入を見込み計

上したところです。 

 町債については、地方債計画により、今年度計画しております投資的事業等の財源と

して計上したところです。 

 次に、歳出の主なものについて申し上げます。 

 総務費については、合併２０周年記念事業、町史編さん、新庁舎建設、遠軽高等学校

通学者等助成、総合行政情報システム標準化対応業務に要する経費等を計上したところ

です。 

 交通対策では、町内生活交通路線の運行に係る民間バス事業者の支援、地域公共交通

確保対策事業に要する経費等を計上したところです。 

 自治振興では、地域生活安全灯（ＬＥＤ灯）改修工事、住民活動支援事業、安全安心

まちづくり事業に要する経費等を計上したところです。 

 民生費については、民生委員児童委員協議会等への補助、介護人材の育成や外国人介

護職員人材確保に係る助成、各種福祉団体の活動支援、高齢者、障がい者・児の支援に

要する経費、児童、乳幼児等への福祉施策、子ども・子育て支援事業に要する経費等を

計上したところです。 

 衛生費については、町民の健康づくりを積極的に推進するための活動費、地域医療対

策として、湧別町及び佐呂間町との遠軽地区３町による遠軽厚生病院の不採算診療科に

対する財政支援及び医療機器整備事業費補助、空き家等の対策に要する経費、医科診療

所及び歯科診療所運営に要する経費、一般廃棄物最終処分場整備に係る負担金及びし尿

処理施設整備に係る負担金等を計上したところです。 

 労働費については、季節労働者の生活安定を図るための経費等を計上したところで

す。 

 農林水産業費の農業振興では、農作物栽培奨励事業、農業関係団体助成事業、農業担
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い手対策事業、畜産担い手育成総合整備事業、営農飲雑用水整備事業に要する経費等を

計上したところです。 

 林業振興では、鳥獣被害防止対策事業、緑化推進事業、町有林整備事業、民有林振興

対策事業、林業振興一般経費、国産材需要開発センター木楽館管理事業、森林経営管理

事業に要する経費等を計上したところです。 

 商工費については、商工関係団体の運営を支援する経費、中小企業の振興を支援する

ための商工業融資利子補給事業に要する経費等を計上したところです。 

 消費対策では、消費者被害防止を図るための経費等を計上したところです。 

 観光振興では、観光協会の運営を支援する経費、地域の観光イベントに対する補助経

費等を計上したところです。 

 観光施設整備では、生田原コミュニティセンター大規模改修実施設計業務委託、ロッ

クバレースキー場リフト原動装置更新工事、道の駅遠軽森のオホーツクツリートレッキ

ング塗装工事に要する経費等を計上したところです。 

 土木費の橋梁関係では、橋梁点検業務委託、橋梁長寿命化工事、道路関係では、安国

源線の舗装新設工事、１条通の歩道整備工事に要する経費等を計上したところです。 

 河川関係では、丸大川、佐竹川の河川改修工事に要する経費等を計上したところで

す。 

 町営住宅関係では、川岸団地公営住宅、若葉団地公営住宅の長寿命化改修工事に要す

る経費等を計上したところです。 

 消防費については、遠軽地区広域組合消防負担金として、遠軽地区広域組合事務局・

消防本部、消防署の新庁舎整備、消防サイレン更新に要する経費等を計上したところで

す。 

 防災対策事業では、災害時用備蓄品、災害対策本部図上訓練や総合防災訓練に要する

経費等を計上したところです。 

 教育費については、学習環境の整備、学校教育における諸活動、中学校教科書改訂に

伴う教師用教科書・指導書の購入、小学校ＧＩＧＡスクール端末の更新、遠軽高等学校

の学級数維持・生徒確保を支援するための経費を計上したところです。 

 学校施設整備では、２か年計画の１年目となる遠軽小学校大規模改修工事等に要する

経費を計上したところです。 

 学校給食関係では、給食食材の高騰に伴う児童・生徒の給食費値上げ分を保護者負担

軽減のため給食費の一部を負担する経費、遠軽小学校から安国小学校への給食配送に伴

う経費を計上したところです。 

 社会教育関係では、生涯学習機会の充実、国宝「北海道白滝遺跡群出土品」を収蔵す

る埋蔵文化財センター管理運営経費、合併２０周年を記念した公演事業の開催に要する

経費、図書館・室の管理運営に要する経費等を計上したところです。 

 社会体育関係では、スポーツ合宿誘致活動に要する経費のほか、えんがる球場大規模
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改修工事実施設計業務委託、スポーツ公園施設の照明設備改修に要する経費を計上した

ところです。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 国民健康保険特別会計については、国民健康保険制度改革による令和１２年度全道統

一保険料に向けた段階的な税率改正を行うとともに、引き続き町民の健康維持増進のた

め、特定健診や保健指導等を積極的に行い、生活習慣病予防等に努め、医療費の適正化

に取り組んでまいります。 

 歳入については、国民健康保険税、道支出金、一般会計からの繰入金等を計上し、保

険財政の安定、被保険者間の不公平感が生じないよう国民健康保険税の収納向上に努め

てまいります。 

 また、歳出については、療養給付費、高額療養費、保険事業費納付金及び特定健康診

査等に係る経費等を計上したところです。 

 後期高齢者医療特別会計については、北海道後期高齢者医療広域連合により運営さ

れ、本町の対象者４,１４３人が加入しているものであり、歳入については、同広域連

合が示す保険料、一般会計からの繰入金等を計上し、歳出については、同広域連合納付

金及び事務経費を計上したところです。 

 介護保険特別会計については、第９期介護保険事業計画に沿って事業を執行してまい

ります。 

 歳入では、保険料収入について、第１号被保険者を６,９１８人と見込み、また、国

・道支出金、支払基金交付金等を計上し、歳出については、遠軽地区介護認定審査会に

要する経費、保険給付費及び介護予防・生活支援サービス事業費、一般介護予防事業費

等を計上したところです。 

 次に、水道事業会計予算について申し上げます。 

 今年度の業務量は、給水戸数を８,８５１戸と予定し、収益的収入では、水道料金等

６億２,１１５万４,０００円、収益的支出では、施設の維持管理費、一般事務等の経費

として、６億８,４３２万８,０００円を計上したところです。 

 また、資本的収入では、企業債、工事負担金等２億１,６７８万４,０００円、資本的

支出では、国道２４２号（南町３丁目）水道管布設替工事、生田原水穂水道管移設工

事、清川浄水場機械設備更新工事及び企業債償還金等として、４億２,４１４万円を計

上したところです。 

 次に、下水道事業会計予算について申し上げます。 

 今年度の業務量は、排水戸数を７,００７戸と予定し、収益的収入では、下水道使用

料等１０億３,７３０万６,０００円、収益的支出では、施設の維持管理費、一般事務等

の経費として、１０億１,８４８万２,０００円を計上したところです。 

 また、資本的収入では、企業債、国庫補助金等３億６,５４０万８,０００円、資本的

支出では、国道２４２号（寿町）公共下水道工事、太田団地３条通ほか公共下水道工事
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などの管渠工事、遠軽下水処理センター電気設備更新工事及び企業債償還金等として、

７億２,８７０万５,０００円を計上したところです。 

 次に、本議会に提案いたしました議案について御説明申し上げます。 

 承認第１号専決処分の承認を求めることについては、職員の自死事案に係る事実確認

及び法的責任等に関する調査を第三者に委任することにより、緊急に補正予算の必要が

生じたため、令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１０号)を専決処分いたしました

ので、議会の承認を求めるものです。 

 承認第２号専決処分の承認を求めることについては、国における「国民の安心・安全

と持続的な成長に向けた総合経済対策」により、緊急に補正予算の必要が生じたため、

令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１１号）を専決処分いたしましたので、議会の

承認を求めるものです。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦については、現委員の任期満了に伴い、後任の

委員の候補者を推薦いたしたく、議会の議決を求めるものです。 

 議案第１号表彰については、遠軽町表彰条例に該当いたします対象者の表彰につい

て、議会の議決を求めるものです。 

 議案第２号第３次遠軽町総合計画を定めることについては、本計画を定めたいので、

遠軽町議会基本条例の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 議案第３号遠軽町町史編さん委員会条例の制定については、町史編さんに関する調査

及び審議を行う附属機関を置くため、条例を定めるものです。 

 議案第４号刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理については、懲

役及び禁錮の字句を拘禁刑に改正するため、条例を定めるものです。 

 議案第５号行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

の一部改正に伴う関係条例の整理については、引用条項を整理するほか、所要の規定を

改正するため、条例を定めるものです。 

 議案第６号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正について

は、時間外勤務の制限を受けることができる職員の範囲を拡大し、及び仕事と介護の両

立支援制度に関する措置を講じるため、条例を定めるものです。 

 議案第７号遠軽町手数料条例の一部改正については、各申請手数料の規定を整理する

ため、条例を定めるものです。 

 議案第８号遠軽町水道事業給水条例の一部改正については、布設工事監督者及び水道

技術管理者の資格要件を変更するため、条例を定めるものです。 

 議案第９号遠軽町定住促進住宅管理条例の一部改正については、新町定住６号団地２

１棟の解体に伴い、関係規定を整理するため、条例を定めるものです。 

 議案第１０号遠軽町道の駅遠軽森のオホーツク条例の一部改正については、飲食提供

施設の使用料を設定し、及び軽食コーナーの使用料を改定するため、条例を定めるもの

です。 
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 議案第１１号遠軽町温泉分湯条例の一部改正については、町が採取した温泉の使用方

法及び使用料を改正するため、条例を定めるものです。 

 議案第１２号地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す

る条例の一部改正については、引用条項を整理するため、条例を定めるものです。 

 議案第１３号遠軽町丸瀬布ふるさと公園条例の廃止については、令和７年３月３１日

をもって丸瀬布ふるさと公園を廃止するため、条例を定めるものです。 

 議案第１４号町道路線の変更については、一般交通の用に供する必要がなくなったた

め、町道路線の一部を変更することについて、議会の議決を求めるものです。 

 次に、議案第１５号令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１２号）の主なものにつ

いて御説明いたします。 

 歳入については、地方譲与税、地方交付税、分担金及び負担金、国庫支出金、道支出

金、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、町債などについて、事務事業の確定等により

精査し、補正するものです。 

 寄附金については、寄附者の御意思に添いまして、それぞれ目的の基金に積立てをす

るものです。 

 歳出については、ふるさと納税寄附金の増加に伴う報償費等、医療機関・福祉サービ

ス事業所等物価高騰対策支援金、中小企業等事業継続支援金、生活応援プレミアム付商

品券発行事業補助金、戸籍振り仮名対応に係る経費、産地生産基盤パワーアップ事業補

助金、燃料価格高騰に伴う小・中学校の燃料費、物価高騰に伴う学校給食賄材料費など

を計上するとともに、文書管理システム導入業務委託料、衆議院議員選挙事務費、ごみ

処理場管理事業、小学校及び中学校建設事業などの減額については、執行精査等により

補正するものです。 

 議案第１６号令和６年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）については、介

護サービス等給付費、介護予防サービス等事業費及び介護給付準備基金積立金を精査

し、補正するものです。 

 議案第１７号令和６年度遠軽町水道事業会計補正予算（第４号）及び議案第１８号令

和６年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第４号）については、事務事業の執行精査等

により、補正するものです。 

 以上が、本議会に提出をいたしました議案の大要です。 

 御審議を願う議案につきましては、その都度、担当部課長から詳細に御説明いたしま

すので、御協賛を賜りますようお願い申し上げまして、令和７年度施政執行方針及び提

出案件要旨の説明といたします。 

○議長（杉本信一君） 佐藤教育長。 

○教育長（佐藤祐治君） －登壇－ 

 令和７年度遠軽町教育行政の基本的な考え方を申し上げ、町議会並びに町民の皆様の

御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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 初めに、令和７年度に実施します主な施策について、学校教育から申し上げます。 

 「令和の日本型学校教育」の構築を目指し、急激に変化する時代の中で、「育み・創

り・愛し・励む心で、永遠に輝く遠軽町」の下、学び合う子どもたちが自分のよさや可

能性を認識するとともに、あらゆる他者を認め合い、多様な人々と協働しながら、さま

ざまな社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手となる

ことができるよう、その資質・能力を育成することが学校教育の重要な役割です。 

 本町におきましては、小学校と中学校は緊密に連携し、連続性や円滑化などを図り、

さらに連携を幼・保、高校へと広げながら、学校・家庭・地域社会での教育に携わる全

ての関係者が、それぞれの果たすべき役割と責務を自覚し、学校教育の推進に努めてい

るところです。 

 教育委員会としましては、引き続きその連携を基にして、「知育」・「徳育」・「体

育」のバランスの取れた子どもの育成と、その基盤となる教育環境づくりに努めてまい

ります。 

 まず、「知育」につきましては、児童・生徒の発達段階や特性を踏まえ、創意ある教

育活動を展開する中で、生きて働く知識・技能の習得に努めてまいります。 

 第二には、習得した知識・技能を活用して、生き方の基盤となる言語活動の充実と情

報活用能力や問題発見・解決能力等の育成により、思考力・判断力・表現力等を育てて

まいります。 

 第三には、学校・家庭・地域社会の三者が連携を図り、広く児童・生徒の学習に関わ

りながら、教育環境を整え、未来に誇れる文化や自然遺産、人材などの教育資源を活用

し、学びの質を高め、学びに向かう力、人間性等を育成してまいります。 

 次に、「徳育」につきましては、児童・生徒の豊かな心を育てるために、基盤となる

道徳教育において、教科道徳の授業を核とし、多様な体験活動を通して、命の尊重、善

悪の判断、人を思いやる心情や自然と大地の恵みに感謝する心など、豊かな人間性を

培ってまいります。 

 「体育」につきましては、児童・生徒の健やかな体を育てるために、望ましい生活習

慣の改善を図るとともに、運動やスポーツに自己の適正に応じた関わりを持ち、社会教

育とも連携し、運動習慣の定着と体力・運動能力の向上に努めてまいります。 

 次に、学校教育の重点事項について申し上げます。 

 一つ目に、学校教育の推進につきましては、子どもたちの生きる力と、郷土を愛する

心を育むため、「知育」・「徳育」・「体育」の育成に努めるとともに、学校・家庭・

地域との連携を図りながら、体験教育の充実や地域の特色ある教育活動を推進してまい

ります。 

 二つ目に、学習環境の整備につきましては、全ての子どもたちが安心して学び、成長

できるよう学習支援の充実を図るとともに、安全で快適な学習環境を提供するため、学

校施設の整備に努めてまいります。 



《令和７年３月６日》 

－ 18 － 

 また、丸瀬布・白滝区地域の学校の在り方につきましては、引き続き地域の実情を考

慮しながら、学校・保護者・地域と協議を重ね、慎重に検討を進めてまいります。 

 三つ目に、高等学校への支援につきましては、町内唯一の高等学校である北海道遠軽

高等学校に対し、町長部局と連携しながら、魅力ある学校づくりを支援してまいりま

す。 

 次に、学校教育の主要事業について申し上げます。 

 小・中学校の教育振興では、特別支援教育支援員及び英語指導助手の配置、教育相談

・不登校対策の体制整備、中学校教科書改訂に伴う教師用教科書・指導書の購入を実施

してまいります。 

 ＩＣＴ教育では、ＧＩＧＡスクール構想に基づく１人１台端末の全小学校分の端末更

新、中学校教科書改訂に伴う指導者用デジタル教科書の導入、小・中学校の１人１台端

末のフィルタリングソフト更新など、ＩＣＴ教育推進のための環境整備を実施してまい

ります。 

 就学援助では、要保護・準要保護児童生徒の保護者に対して援助するとともに、新入

学学用品費を入学前に支給してまいります。 

 小・中学校の施設整備では、２か年計画の１年目となる遠軽小学校大規模改修工事、

生田原中学校暖房設備改修工事など、学校施設の環境整備を実施してまいります。 

 教職員住宅の環境整備では、西町教職員住宅の屋根塗装工事を実施してまいります。 

 高等学校の支援では、北海道遠軽高等学校に通う生徒の進学・就職支援、また、学級

数維持・生徒確保を支援するための補助を実施してまいります。 

 学校給食では、遠軽小学校共同調理場設置に伴い、遠軽小学校から安国小学校へ給食

配送を円滑に行うとともに、老朽化した施設の修繕など、安全・安心な給食を提供する

ための環境整備を実施するほか、高騰する給食食材費の影響による児童・生徒の給食費

の一部について国の交付金を充当し、保護者負担の軽減を図ってまいります。 

 次に、社会教育について申し上げます。 

 人口減少に伴う少子化や高齢化、グローバル化や情報化の進展など、社会が大きく変

化する中、人生１００年時代を一人一人が豊かな人生を送ることができる持続可能な社

会づくりを進めるため、多様で複雑化する課題の解決に向けた取組が求められていま

す。 

 本町におきましては、令和４年度から令和８年度における第４次遠軽町社会教育中期

計画に基づき、町民主体による学習活動、文化・スポーツなどを通じて生きがいを創造

し、豊かな「人づくり」、「つながりづくり」、「地域づくり」を目指すことを社会教

育目標達成の新たな視点としており、社会教育の重点事項として取り組んでまいりま

す。 

 一つ目の「人づくり」につきましては、自主的な学びを通じて、目的や意識を持って

学ぶ人づくりのための環境整備が必要であり、学びや活動を通して自ら考え、よりよい
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地域づくりのために貢献できる人づくりに取り組んでまいります。 

 二つ目の「つながりづくり」につきましては、地域住民がつながり合うこと、互いに

刺激し合うことが、お互いの成長につながります。人と人、地域と地域が学びの中から

つながり合うことで、将来の地域を担うための人材づくりに取り組んでまいります。 

 三つ目の「地域づくり」につきましては、地域づくりは一体感が大切です。このた

め、地域住民一人一人が自分のこととして「わがマチ」のことを考え、地域を知り、学

び、生かすためにも、今ある地域資源の活用に取り組んでまいります。 

 次に、社会教育の主要事業について申し上げます。 

 青少年教育では、未来を担う子どもたちの健全育成を図るため、家庭・学校・地域と

の連携の下、地域の特性を生かした各種事業を引き続き推進するとともに、優れた芸術

や文化に触れる機会や、発表・交流の場などの提供に努めてまいります。 

 家庭教育では、家庭教育は全ての教育の出発点であることを踏まえ、今後も家庭の教

育力向上を推進するため、保護者に対する学習機会の提供やオンラインを活用した子育

て資料による情報提供の充実など、家庭教育の支援を行ってまいります。 

 成人・高齢者教育では、成人教育やシニア教育の活動を支援するために、高齢者大学

や生涯学習講座などの各種学習機会や学習情報の提供、有志指導者の育成に努めるとと

もに、引き続き社会教育関係団体の活動に対し支援を実施してまいります。 

 芸術・文化活動の振興では、遠軽町芸術文化交流プラザを拠点とし、指定管理者であ

る遠軽商工会議所との連携を図り、日常的な芸術・文化活動や発表の機会、交流の場の

充実に努めるとともに、文化の伝承と次代を担う人材の育成など、文化団体が連携し、

活動の活性化を図るための支援を実施してまいります。 

 また、施設整備としまして、北海道の無電柱化事業に合わせて防災機能の向上等を目

的として、芸術文化交流プラザ無電柱化工事を実施してまいります。 

 さらには、遠軽町合併２０周年を記念した各種公演事業を開催し、町民へ優れた舞台

芸術鑑賞の機会を提供してまいります。 

 喫緊の課題であります学校部活動の地域移行につきましては、文化庁及びスポーツ庁

が定める「学校部活動及び新たな地域クラブの在り方等に関する総合的なガイドライ

ン」において、令和５年度からの３年間を改革推進期間として位置づけており、休日に

おける部活動の地域連携や地域クラブ活動への移行に取り組むこととしております。本

町では、令和５年１２月に遠軽町部活動地域移行検討協議会を設置し、町内中学校にお

ける部活動の環境構築、地域における子どもたちの活動の機会確保及び教職員の働き方

改革の実現を図る観点から、学校における部活動の段階的な地域移行に向けた課題に対

して今後も継続的に取り組んでまいります。 

 文化財では、令和５年６月２７日に日本最古の国宝に指定された北海道白滝遺跡群出

土品を主とする貴重な資料の保管・展示を行う遠軽町埋蔵文化財センターのさらなる活

用と、火山活動による黒曜石誕生の過程を紹介・展示する遠軽町白滝ジオパーク交流セ
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ンターとの連携を図り、文化財の保護と普及に努めてまいります。 

 社会教育施設の整備では、建設後３０年以上経過するものも多くあるため、令和６年

１１月に策定された遠軽町公共施設見直し方針に基づき、施設の統廃合も含め、計画的

な整備に取り組んでまいります。 

 ４図書館・室では、利用者ニーズに応えた図書の充実や歴史的な地域資料の収集保管

を行うなど、生涯学習活動を支援する拠点施設にふさわしいサービスを提供するととも

に、町民の読書習慣を醸成し、これまで以上に親しまれる図書館・室の運営に努めてま

いります。 

 スポーツの振興では、町民の健康増進や体力づくりを推進するため、各種スポーツ教

室・大会などを関係団体との連携・協力の下、開催してまいります。 

 また、社会体育施設の有効活用と地域の活性化や交流人口の拡大を図るため、関係団

体と連携を図り、各種スポーツ大会やスポーツ合宿などの誘致活動を積極的に推進して

まいります。 

 遠軽地域の社会体育施設では、ＮＰＯ法人遠軽町スポーツ協会が指定管理者として管

理運営を行っており、従前より休館日・開館時間の見直しや、町民ニーズに応えた自主

事業の取組などを展開し、利用者本位の施設運営を進めていることから、今後もさらな

る利用者サービスの向上に努めてまいります。 

 また、社会体育施設の整備としましては、省エネ及び水銀灯などの製造中止に備えた

遠軽地域スポーツ公園の夜間照明のＬＥＤ化と、劣化が進んでいるえんがる球場の大規

模改修工事に向けた実施設計委託を行ってまいります。 

 以上、遠軽町教育行政推進の基本的な考え方について申し上げましたが、教育委員会

としましては、その使命と責任の重さを自覚するとともに、教育基本法の精神を踏まえ

つつ、時代の変化に迅速に対応しながら、本町の教育の目指す姿であります「主体的に

学び 生きる力を身につける人を育てる」の具現化に向け、引き続き、学校・家庭・地

域の皆様と連携を図りながら、活力ある持続可能な教育行政の推進に努めてまいりま

す。 

 町議会並びに町民の皆様の御理解と御協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げ、令

和７年度教育行政執行の方針といたします。 

○議長（杉本信一君） １１時２０分まで、暫時休憩といたします。 

午前１１時１１分 休憩 

────────────── 

午前１１時１８分 再開 

○議長（杉本信一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 承認第１号 

○議長（杉本信一君） 日程第４ 承認第１号専決処分の承認を求めることについてを
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議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 今井財政課長。 

○財政課長（今井昌幸君） 承認第１号専決処分の承認を求めることについて説明いた

します。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第

１０号）を定めることについて、別紙のとおり専決処分しましたので、同条第３項の規

定により報告し、承認を求めるものです。 

 次のページをお開き願います。 

 専決第８号につきましては、職員の自死事案に係る事実確認及び法的責任等に関する

調査を第三者に委任することにより、緊急に補正予算の必要が生じたため、令和６年度

遠軽町一般会計補正予算（第１０号）を定めることについて、令和６年１２月１９日に

専決処分したものです。 

 次のページをお開き願います。 

 令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１０号）につきましては、規定の歳入歳出予

算の総額に、歳入歳出それぞれ３０５万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

１８０億３,７８８万２,０００円としたものです。 

 補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により説明いたしま

す。 

 次のページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算補正の１、歳入から説明いたします。 

 ２０款繰越金につきましては、１項繰越金に３０５万１,０００円を追加し、総額を

２億５,４９３万２,０００円としたものです。これにより、歳入合計１８０億３,４８

３万１,０００円に３０５万１,０００円を追加し、総額を１８０億３,７８８万２,００

０円としたものです。 

 次に、２、歳出について説明いたします。 

 次のページをお開き願います。 

 ２款総務費につきましては、１項総務管理費に３０５万１,０００円を追加し、総額

を４８億１,２７７万９,０００円としたものです。これにより、歳出合計１８０億３,

４８３万１,０００円に３０５万１,０００円を追加し、総額を歳入歳出同額の１８０億

３,７８８万２,０００円としたものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略いたしまして、３、歳出から

説明いたします。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、総務一般経費につきましては、令和６年

１１月に起きた職員の自死に係る公務災害の申請に当たり、公務起因性に関する事実確
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認、事実関係及び原因の調査、町の法的責任に関する調査など、第三者の立場として弁

護士事務所に委任するため、弁護士調査業務委託料に３０５万１,０００円を追加した

ものです。 

 次に、２、歳入について説明いたします。 

 ６ページをお開き願います。 

 ２０款繰越金１項繰越金１目繰越金につきましては、前年度繰越金３０５万１,００

０円の追加です。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

 質疑は、第１表歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。 

 ２款総務費、８ページ、９ページ。 

 ９番佐藤議員。 

○９番（佐藤 登君） 今は内容別なのですけれども、この専決処分の内容に関する質

問でも構いませんか。 

○議長（杉本信一君） もう一度お願いします。 

○９番（佐藤 登君） 今、事項別の予算の説明なのですけれども、この専決処分の内

容の理由について説明を求めても構いませんか。金額でなくて、内容について。 

○議長（杉本信一君） 暫時休憩します。 

午前１１時２３分 休憩 

────────────── 

午前１１時２３分 再開 

○議長（杉本信一君） 再開いたします。 

 ９番佐藤議員。 

○９番（佐藤 登君） 先ほどの専決処分書の案につきまして、町長から説明もあった

と思いますけれども、今回、専決処分した理由としては、職員の自死事案に関わる事実

確認及び法的責任等に関する調査を第三者に委任することにより、緊急に補正予算の必

要が生じたため、令和６年度遠軽町一般会計補正予算を定めるとありますけれども、ま

ず１点目にお聞きしたいのは、このような流れになった経緯と現状について、まずお伺

いいたします。 

 ２点目は、事実確認と法的責任、これは対象者は個人なのか、所轄する組織なのか、

遠軽町全体を相手にした流れなのか。 

 ３点目、第３者に委任するということは、具体的に内容を見ると弁護士となっており

ますが、これは具体的には訴訟とか、そういうものが訴えられているかどうかについて

伺います。 

 それと第４点目は、弁護士費用がなぜ３００万円必要なのか、それはどこに使うの
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か、今後どのような流れになるのかについてお伺いいたします。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 御質問にお答えをいたします。 

 まず、専決処分に至った理由の中の流れということでございますけれども、遺族のほ

うから公務災害を申請したい意向があったところでございます。この公務災害を申請す

るに当たりましては、公務と死因との間に相当の因果関係、公務の起因性が認められる

のかどうか、そういったことをさまざまな資料を作っていく必要があります。そういっ

た中で、事実関係、原因などを調査するに当たって、やはり第三者の立場として委任す

べきという判断の下、専決処分という形で予算を編成したところでございます。 

 また、事実関係、法的責任につきましては、最終的には町としての部分になってくる

ということでございますので、誰か一個人の職員がそういった責任に問われるといった

ことは当然ないというところでございます。 

 訴訟とかそういったものは起きているわけではございませんので、まずは公務災害の

申請に必要な書類を調製していく中で弁護士事務所に調査を委任しているということで

御理解をいただきたいと思います。 

 ３点目、今、併せてお答えをさせていただきました。最後の弁護士費用につきまして

は、今回の弁護士事務所に調査を依頼するに当たっては、３０５万１,０００円の予算

の内訳といたしましては、調査の着手金が５３万９,０００円となっているところであ

ります。また、報酬金といたしまして、こちらが１４０万２,０００円となっておりま

す。また、実費費用といたしまして、さまざまな書類を弁護士のほうで入手する際の実

費費用を弁護士事務所にお支払いするといった費用となっております。また、旅費相当

分といたしまして、弁護士が遠軽町に来て調査をする際にも経費がかかりますので、そ

ういったもので１１０万円の旅費相当分の経費を計上しまして、合わせて３０５万１,

０００円という形になっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） ９番佐藤議員。 

○９番（佐藤 登君） 大まかには分かりましたけれども、課長のおっしゃっていた、

現在はあくまでも公務災害であるかどうかの事実確認の調査ということで、具体的に訴

訟とか裁判とかは起きていないということの事実でよろしいかと思いますけれども、こ

の調査があくまでも町ということになれば、もし町なり個人の責任なり部署の責任と

なった場合に、これは費用が、町を相手にしているということは、我々町民の税金を払

うという形になるかと思いますけれども、事実関係を調べているうちには、公費を使う

分には構わないと思いますけれども、いざ裁判とか訴訟になった場合に、町の公費を使

うのはいかがかと思いますけれども、その辺についての見解をお伺いいたします。 

○議長（杉本信一君） 佐藤議員、それは仮定の話であって、まだ目の前に起きている

事態ではないので、今の質問を取り下げてください。 
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 ９番佐藤議員。 

○９番（佐藤 登君） 失礼いたしました。今の質問については仮定でありますので、

取り下げていただきたいと思います。 

○議長（杉本信一君） そのほか、ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 次に、２、歳入に入ります。 

 ２０款繰越金、６ページ、７ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、承認第１号専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり承認されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 承認第２号 

○議長（杉本信一君） 日程第５ 承認第２号専決処分の承認を求めることについてを

議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 今井財政課長。 

○財政課長（今井昌幸君） 承認第２号専決処分の承認を求めることについて説明いた

します。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第

１１号）を定めることについて、別紙のとおり専決処分しましたので、同条第３項の規

定により報告し、承認を求めるものです。 

 次のページをお開き願います。 

 専決第１号につきましては、国における「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた

総合経済対策」により、緊急に補正予算の必要が生じたため、令和６年度遠軽町一般会

計補正予算（第１１号）を定めることについて、令和７年２月１７日に専決処分したも

のです。 

 次のページをお開き願います。 

 令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１１号）につきましては、規定の歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ１億２,１２５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１８

１億５,９１３万２,０００円としたものです。 

 補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により説明いたしま
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す。 

 繰越明許費は、「第２表繰越明許費」により説明いたします。 

 次のページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正の１、歳入から説明いたします。 

 １５款国庫支出金につきましては、２項国庫補助金に１億２,１２５万円を追加し、

総額を１３億４,８０７万１,０００円としたものです。これにより、歳入合計１８０億

３,７８８万２,０００円に１億２,１２５万円を追加し、総額を１８１億５,９１３万

２,０００円としたものです。 

 次に、２、歳出について説明いたします。 

 次のページをお開き願います。 

 ３款民生費につきましては、１項社会福祉費に１億２,１２５万円を追加し、総額を

３１億８,５０２万６,０００円としたものです。これにより、歳出合計１８０億３,７

８８万２,０００円に１億２,１２５万円を追加し、総額を歳入歳出同額の１８１億５,

９１３万２,０００円としたものです。 

 次に、第２表繰越明許費について説明いたします。 

 ３ページを御覧ください。 

 繰越明許費につきましては、３款民生費１項社会福祉費、物価高騰対応重点支援給付

金給付事業１億２,０４６万２,０００円について、翌年度に繰り越して使用することが

できる経費とするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略いたしまして、３、歳出から

説明いたします。 

 ９ページをお開き願います。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、物価高騰対応重点支援給付金給付事

業１億２,１２５万円につきましては、物価高騰対応重点支援給付金として、物価高騰

による家計への負担が特に大きい令和６年度住民税非課税世帯に対して３万円、対象世

帯内に１８歳未満の児童がいる場合は、児童１人につき２万円を加算し給付するため必

要な経費を計上したもので、職員に係る時間外及び休日勤務手当６９万円、消耗品費２

１万８,０００円、印刷製本費３６万３,０００円、通信運搬費１３４万円、銀行振込に

係る手数料１３２万円、総合行政情報システム改修業務委託料３１万９,０００円、物

価高騰対応重点支援給付金は、住民税非課税世帯を３,７００世帯と見込み１億１,１０

０万円、こども加算給付金を３００人と見込み６００万円、合わせて１億１,７００万

円を計上したものです。 

 次に、２、歳入について説明いたします。 

 ７ページをお開き願います。 

 １５款国庫支出金２項国庫補助金２目民生費国庫補助金につきましては、物価高騰対

応重点支援地方創生臨時交付金１億２,１２５万円の追加です。 
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 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

 質疑は、第１表歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。 

 ３款民生費、９ページ、１０ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 次に、２、歳入に入ります。 

 １５款国庫支出金、７ページ、８ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 第２表繰越明許費、３ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、承認第２号専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり承認されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 諮問第１号 

○議長（杉本信一君） 日程第６ 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてを議

題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦について御説明いたし

ます。 

 人権擁護委員、國分悦子氏が令和７年６月３０日をもって任期満了となるため、次の

方を推薦いたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求める

ものであります。 

 氏名、國分悦子氏。住所及び生年月日は、それぞれ記載のとおりであります。 

 國分氏は、人格識見ともに高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解のあ

る方でありますので、人権擁護委員候補者として推薦いたしたく、議会の意見を求める

ものであります。 

 なお、御本人の略歴につきましては、次のページの参考資料を御参照願います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦についてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり同意することに決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 議案第１号 

○議長（杉本信一君） 日程第７ 議案第１号表彰についてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 議案第１号表彰について御説明いたします。 

 遠軽町表彰条例第２条の規定により、表彰することについて、議会の議決を求めるも

のであります。 

 １の社会功労としまして、遠軽町表彰条例第２条第３号ウに該当する御寄附を頂きま

した土屋崇行様であります。なお、住所、寄附金額及び目的は、それぞれ記載のとおり

であります。 

 次に、２の社会功労としまして、遠軽町表彰条例第２条第３号エに該当する御寄附を

頂きました株式会社岩見田設計様であります。なお、住所、寄附金額及び目的は、それ

ぞれ記載のとおりであります。 

 以上、２件の社会功労につきまして、遠軽町表彰条例に基づき表彰いたしたく提案す

るものであります。 

 以上で、議案第１号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第１号表彰についてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第２号 



《令和７年３月６日》 

－ 28 － 

○議長（杉本信一君） 日程第８ 議案第２号第３次遠軽町総合計画を定めることにつ

いてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 中原企画課長。 

○企画課長（中原 誉君） 議案第２号第３次遠軽町総合計画を定めることについて御

説明いたします。 

 本件は、遠軽町議会基本条例第１１条第１項の規定により、第３次遠軽町総合計画を

別紙のとおり定めることについて議会の議決を求めるものであります。 

 初めに、総合計画の策定過程についてでありますが、令和６年２月に副町長を委員長

とする総合計画策定推進委員会を設置しまして、具体的な策定事務に取りかかってきた

ところであります。昨年８月から１１月にかけては、町民の皆さんと町職員で構成する

総合計画策定ワーキングチームを組織し、全体会議３回、五つの専門部会で延べ２８回

の協議・検討を重ね、素案を取りまとめました。このほか、無作為抽出した３,０００

名に対する町民アンケート調査、遠軽高校生へのアンケート調査、パブリックコメント

手続などにより、町民の意見反映に努めてまいりました。昨年１２月には、町長の諮問

機関である総合計画審議会に諮問し、本年２月１８日に答申をいただいております。 

 別紙第３次遠軽町総合計画（基本構想）をお開き願います。 

 要点のみ説明させていただきます。 

 まず２ページでありますが、１、まちづくりの基本理念につきましては、まちづくり

における町民の行動規範を表す遠軽町町民憲章と遠軽町まちづくり自治基本条例第２章

に掲げる精神を本計画の基本理念とし、歴史と伝統を礎に町民相互の和を尊重し、人と

自然が共生する個性豊かで活力あるまちづくりを目指すこととしております。 

 ３ページをお開き願います。 

 ２、まちの将来像は、「森林と清流 未来に響く 豊かなまち」に設定しました。豊

かな自然を次代に引き継ぐ思いを、本町の自然を象徴する「森林」と「清流」に込め、

「豊かなまち」には安全・安心で住みよいまちを実現すること、経済に活力があるこ

と、教育や文化が豊かであることなど、さまざまな豊かさをバランスよく実現するとい

う思いを込めております。「未来に響く」には、この１０年間のまちづくりをさらに２

０年、３０年先まで響かせたいとの思いを町の文化的特徴でもある音楽の要素も入れて

表現をしているところであります。 

 次に、４ページから６ページまでの３、人口の見通しでは、国立社会保障・人口問題

研究所の推計で、令和１６年の本町の人口は１万５,０１４人となっており、今後も人

口の減少、少子高齢化が一層進行し、人口年齢構成が大きく変化することは避けられま

せん。こうした中で、本計画の最終年度である令和１６年の人口を１万５,４００人と

設定し、人口減少や少子高齢化の抑制に向けた各種施策を推し進めることとしておりま

す。 
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 ７ページをお開き願います。 

 ４、土地利用基本構想でありますが、本町の自然豊かな土地は、限られた資源である

とともに、町民の生活や生産に関わる諸活動の基盤となることから、長期的、計画的な

秩序ある土地利用を進めるため、都市地域、農業地域、森林地域、観光・レクリエー

ション地域について、基本的な土地利用の方向を定めていきます。 

 ９ページをお開き願います。 

 ５、まちづくりの大綱（基本方針）でありますが、さきに説明した将来像の実現を目

指すため、「人と自然が調和したまちづくり」、「キレイで明るい安全・安心な暮らし

の場づくり」、「創造性と継続性、後世につなぐ産業づくり」、「誰もが安心して未来

へつながるまちづくり」、「文化と郷土愛が根付く彩り豊かなまちづくり」、「みんな

で拓く未来のまちづくり」の六つの基本方針を設定しております。 

 １１ページ及び１２ページまでは、計画の体系として一覧にしております。 

 次に１３ページからの基本計画でありますが、基本構想に示したまちづくりの体系に

おける施策目標ごとに、基本的な考え方、主要な施策などの方向性を示しております。 

 １４ページをお開き願います。 

 基本方針１「人と自然が調和したまちづくり」、基本目標１「永遠に続く豊かな自然

づくり」、施策目標１「自然と人が奏でる潤いあるまちへ」を例に基本計画の構成につ

いて御説明します。 

 最初に現状と課題、次に基本的な考え方、施策、指標、関連する計画及び関連性の高

いＳＤＧｓを位置づける構成としております。以下の施策目標においても同様の構成と

しております。 

 ２５ページからは、基本方針２「キレイで明るい安全・安心な暮らしの場づくり」、

４４ページからは、基本方針３「創造性と継続性、後世につなぐ産業づくり」、６３

ページからは、基本方針４「誰もが安心して未来へつながるまちづくり」、７９ページ

からは、基本方針５「文化と郷土愛が根付く彩り豊かなまちづくり」、９４ページから

は、基本方針６「みんなで拓く未来のまちづくり」について記載をしております。 

 次に、赤番資料４を御覧いただきたいと思います。 

 第３次遠軽町総合計画に関する資料であります。 

 １ページから１８ページまでが本計画を策定するに当たっての前提を整理した「総合

計画の策定にあたって」、１９ページから３２ページまでが「前期実行計画 事務事業

体系」となっております。３３ページから３６ページまでが「前期実行計画 個別計画

体系」であります。３７ページから４５ページまでが「想定ハード事業（令和７年度～

１１年度）一覧表」ということで、４６ページから５１ページまでが、「想定ハード事

業（令和１２年度～１６年度）一覧表」となっております。５２ページには、「持続可

能な開発目標（ＳＤＧｓ）の推進について」を掲載しております。 

 こちらの３ページをお開きください。 



《令和７年３月６日》 

－ 30 － 

 総合計画の策定に当たっての本計画の位置づけについて御説明します。 

 （１）計画の性格についてでありますが、本計画は、遠軽町まちづくり自治基本条例

第２５条第１項に基づく総合計画として町の将来を展望し、長期的な視点に立った発展

の方向性と将来の目標、それを実現するための町政の指針や取り組む内容などを定め、

まちづくりにおける最上位計画に位置づけします。 

 （２）には、計画の構成として、まちづくりの基本理念、将来像、基本方針を示した

基本構想、基本構想の実現に向けて施策を示した基本計画、基本計画を実行するための

事務事業などを示した実行計画で構成しております。 

 ４ページをお開きください。 

 （３）計画の期間につきましては、令和７年度から令和１６年度としますが、基本計

画及び実行計画につきましては、より実行性のある計画とするため、中間年度で見直し

を行い、令和１２年度から令和１６年度までの後期分を改めて策定します。 

 ３７ページから５１ページまでの想定事業につきましては、財政状況や社会情勢など

を鑑みて、事業の延期や中止などの変更の可能性がございます。一方で、掲載されてい

ない事業でも、社会情勢の変化などに対応し、早急に取り組む可能性があることについ

ても、御理解をいただくようお願いいたします。 

 以上で、議案第２号第３次遠軽町総合計画を定めることについての説明を終わりま

す。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第２号第３次遠軽町総合計画を定めることについてを採決いたしま

す。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第３号 

○議長（杉本信一君） 日程第９ 議案第３号遠軽町町史編さん委員会条例の制定につ

いてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 議案第３号遠軽町町史編さん委員会条例の制定について御

説明いたします。 
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 町史につきましては、平成１７年の町村合併以降発行していないことから、開基１３

０周年を迎える令和９年を節目として町史を制作するため、令和７年度から編さん作業

を進めるところであります。本案は、町史の編さんに関する調査及び審議を行う附属機

関を置くため、本条例を定めるものであります。 

 次のページ、別紙を御覧願います。 

 遠軽町町史編さん委員会条例であります。 

 本条例は、全９条と附則で構成するものであります。 

 第１条は設置の規定であり、町史の編さんを円滑に行うため、同委員会を設置するも

のであります。 

 第２条は所掌事務の規定であり、第１号から第３号までに掲げる事項について、調査

及び審議を行うものであります。 

 第３条は定数の規定であり、委員会の委員の定数を８人以内とするものであります。 

 第４条は委嘱の規定、第５条は任期の規定であり、委員の任期は町史が発刊されるま

でとするものであります。 

 第６条は委員長及び副委員長の規定であり、委員の互選により委員長及び副委員長を

置くものであります。 

 第７条は会議の規定、第８条は庶務の規定であり、総務部総務課において処理するも

のであります。 

 第９条は委任の規定であります。 

 次のページを御覧願います。 

 附則として、この条例は令和７年４月１日から施行するものであります。 

 以上で、議案第３号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 議案第３号遠軽町町史編さん委員会条例の制定については、なお審査の必要があると

思われますので、総務・文教常任委員会に付託し、会期中の審査にしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、総務・文教常任委員会に付託し、会期中の審査とすることに決

定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第４号 
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○議長（杉本信一君） 日程第１０ 議案第４号刑法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理についてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 議案第４号刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整理について御説明いたします。 

 本案は、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い、懲役及び禁錮の字句を拘禁刑に

改正するため、本条例を定めるものであります。 

 次のページ、別紙を御覧願います。 

 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例であります。 

 この条例は、全５条の構成となっております。 

 改正の内容につきましては、新旧対照表で御説明いたしますので、次のページの参考

資料を御覧願います。 

 第１条関係は、遠軽町一般職の職員の給与に関する条例であり、第２４条第３号及び

第４号並びに第２５条第１項第１号及び第３項第１号中「禁錮」を「拘禁刑」にそれぞ

れ改めるものであります。 

 ２ページを御覧願います。 

 第２条関係は、遠軽町環境保全条例であり、第５５条中「懲役」を「拘禁刑」に改め

るものであります。 

 第３条関係は、遠軽町行政不服審査会条例であり、第９条中「懲役」を「拘禁刑」に

改めるものであります。 

 第４条関係は、遠軽町個人情報の保護に関する法律施行条例であり、附則第３条第４

項、そして次のページの第５項、第６項、第７項中「懲役」を「拘禁刑」にそれぞれ改

めるものであります。 

 第５条関係は、遠軽町議会の個人情報の保護に関する条例であり、第５３条、第５４

条、第５５条中「懲役」を「拘禁刑」にそれぞれ改めるものであります。 

 新旧対照表の前の別紙の１ページに戻っていただきまして、附則第１項として、この

条例は令和７年６月１日から施行するものであります。 

 附則第２項から次のページの附則第５項までは、経過措置としてそれぞれ規定するも

のであります。 

 以上で、議案第４号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第４号刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理につ
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いてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第５号 

○議長（杉本信一君） 日程第１１ 議案第５号行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整理についてを議題と

します。 

 提出者の説明を求めます。 

 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 議案第５号行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整理について御説明いたしま

す。 

 本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の

一部改正に伴い、引用条項を整理するほか、所要の規定を改正するため本条例を定める

ものであります。 

 次のページ、別紙を御覧願います。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部改正

に伴う関係条例の整理に関する条例であります。 

 この条例は、全５条の構成となっております。 

 改正の内容につきましては、新旧対照表で御説明いたしますので、次のページの参考

資料を御覧願います。 

 第１条関係は、遠軽町税条例であり、引用条項の整理としまして、第３６条の２第１

０項中「第２条第１５項」を「第２条第１６項」に、第６３条の２第１項第１号中「同

条第１５項」を「同条第１６項」に、第８９条第２項第２号中「第２条第１５項」を

「第２条第１６項」に、２ページの第１３９条の３第２項第１号中「第２条第１５項」

を「第２条第１６項」に、第１４９条第１号中「同条第１５項」を「同条第１６項」に

それぞれ改めるものであります。 

 ３ページを御覧願います。 

 第２条関係は、遠軽町都市計画税条例であり、引用条項の整理として、附則第９項第

１号中「同条第１５項」を「同条第１６項」に改めるものであります。 

 ４ページを御覧願います。 

 第３条関係は、遠軽町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例であり、

引用条項の整理として、第２条第３号中「第２条第８項」を「第２条第９項」に、同条
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第４号中「第２条第１２項」を「第２条第１３項」に、同条第５号中「第２条第１４

項」を「第２条第１５項」にそれぞれ改めるものであります。 

 第４条関係は、遠軽町個人情報の保護に関する法律施行条例であり、引用条項の整理

として、第４条第２項中「第２条第８項」を「第２条第９項」に改めるものでありま

す。 

 第５条関係は、遠軽町議会の個人情報の保護に関する条例であり、引用条項の整理と

ともに、所要の規定を改正するものとしまして、次のページにかけての第２条第４項は

規定の整理であり、同条第１０項は規定の整理とともに引用条項の整理として、「第２

条第８項」を「第２条第９項」に改めるものであります。 

 第１２条第５項は規定の整理であり、同項の表第３９条第１項第１号の項は、引用条

項の整理として、「第２条第９項」を「第２条第１０項」に改めるものであります。 

 次のページの第１７条第２項第１号、そして次の第１９条第１項及び第２項、次の第

３２条第２項、次の第３３条第３項、次の第３９条第１項、次のページの同条第２項、

次の第４０条第３項、次の第４８条、次の第４９条は規定の整理でありまして、それぞ

れ改めるものであります。 

 新旧対照表の前の別紙の２ページに戻っていただきまして、附則としまして、この条

例は、令和７年４月１日から施行するものであります。 

 以上で、議案第５号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第５号行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律の一部改正に伴う関係条例の整理についてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 昼食のため、午後１時まで休憩といたします。 

午後 ０時００分 休憩 

────────────── 

午後 ０時５８分 再開 

○議長（杉本信一君） 再開いたします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第６号 

○議長（杉本信一君） 日程第１２ 議案第６号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等
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に関する条例の一部改正についてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 議案第６号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する

条例の一部改正について御説明いたします。 

 本案は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の

一部改正に伴い、時間外勤務の制限を受けることができる職員の範囲を拡大し、及び仕

事と介護の両立支援制度に関する措置を講じるため、本条例を定めるものであります。 

 次のページ、別紙を御覧願います。 

 遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例でありま

す。 

 改正の内容につきましては、新旧対照表で御説明いたしますので、次のページの参考

資料を御覧願います。 

 第１０条第２項は、育児を行う職員の深夜勤務及び時間外勤務の制限に関する規定で

あり、「３歳に満たない子」を「小学校就学の始期に達するまでの子」に改めるもので

あります。 

 第１７条は、介護休暇に関する規定であり、第１項に規定の配偶者、父母、子、配偶

者の父母、その他規則で定めるものを、「配偶者等」とする略称規定を定めるものであ

ります。 

 第１７条の３は、配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員に対する意向確認等

として新たに加えるものであり、仕事と介護との両立に資する制度または措置を知らせ

るとともに、職員の意向を確認する措置を講じるものとして規定するものであります。 

 ２ページを御覧願います。 

 第１７条の４は、勤務環境の整備に関する措置として新たに加えるものであり、研修

の実施や相談体制の整備などを講じるものとして規定するものであります。 

 別紙に戻っていただきまして、附則第１項として、この条例は令和７年４月１日から

施行するものであります。ただし、次項の規定は公布の日から施行するものでありま

す。 

 附則第２項として、時間外勤務の制限の請求に係る経過措置を規定するものでありま

す。 

 以上で、議案第６号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第６号遠軽町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正
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についてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第７号 

○議長（杉本信一君） 日程第１３ 議案第７号遠軽町手数料条例の一部改正について

を議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 米谷建設課長。 

○建設課長（米谷克美君） 議案第７号遠軽町手数料条例の一部改正について御説明い

たします。 

 本案は、建築基準法及び建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律（建築物

省エネ法）の一部改正に伴い、引用条項を整理するほか、各申請手数料の規定を整理す

るため、本条例を定めるものです。 

 今回の法令改正につきまして、概要を御説明いたします。 

 初めに建築基準法ですが、大きく三つありまして、一つ目、建築確認申請の対象とな

る建築物の規模の見直し、二つ目、建築確認申請に係る審査省略制度の対象規模の見直

し、三つ目、限定特定行政庁の業務範囲の見直しとなります。三つ目の業務範囲の見直

しにより、仮使用認定、建築設備の確認申請審査、建築行為の認定、大規模修繕または

模様替に係る確認申請審査が現行業務に追加となります。 

 次に、建築物省エネ法ですが、省エネ基準適合義務について対象建築物の範囲が拡大

され、改正後は住宅など全ての建築物において省エネ基準の適合が義務化されます。 

 条例改正の内容につきましては、参考資料により御説明いたしますので、別紙を飛ば

しまして、新旧対照表をお開きください。 

 １ページから４ページ、別表第２（第２条関係）、建築確認、完了検査審査手数料で

すが、建築基準法の改正による建築物の規模見直しに伴う変更といたしまして、手数料

を徴収する事項の床面積の合計の区分を改め、１の項は審査、２の項は検査に関するそ

れぞれの金額を改定するものです。 

 次に、審査省略制度の対象規模の見直しに伴う変更といたしまして、金額欄に構造関

係規定等の審査省略となる特例の場合を加えております。 

 次に、限定特定行政庁の業務範囲の見直しに伴う変更といたしまして、手数料を徴収

する事項の１の項及び２の項及び備考（１）、（２）に、大規模修繕または大規模の模

様替、建築設備を設置する場合を加えております。 

 次に、４ページ、別表第２の２（第２条関係）、建築物省エネ法の改正により、建築
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物省エネ法の仕様基準に適合するかどうかの審査をする場合における加算手数料を定

め、表を加えております。 

 次に、４ページ、別表第２の３（第２条関係）、建築基準法の改正により、限定特定

行政庁の業務範囲の見直しに伴う変更といたしまして、仮使用認定申請手数料を定め、

表を加えております。 

 次に、４ページ、別表第３の２（第２条関係）で、建築基準法の改正により、限定特

定行政庁の業務範囲の見直しに伴う変更といたしまして、既存建築物の大規模の修繕ま

たは大規模の模様替に係る接道制限適用除外範囲認定、道路内建築制限適用除外範囲認

定申請手数料を定め、表を加えております。 

 次に、５ページから１２ページ、別表第９（第２条関係）、建築物省エネ法の改正に

よる省エネ基準適合義務対象建築物の範囲が拡大に伴う変更といたしまして、建築物エ

ネルギー消費性能適合判定手数料に住宅を追加し、床面積の合計を改め、金額を改定し

ております。 

 次に１２ページから２９ページ、別表第１０（第２条関係）、建築物省エネ法の改正

による省エネ基準適合義務対象建築物の範囲が拡大に伴う変更といたしまして、建築物

エネルギー消費性能向上計画認定申請手数料に住宅及び共同住宅を加え、床面積の合計

を改め、金額を改定しております。また、金額欄に評価機関の審査を受けた場合を加え

ております。 

 別紙に移りまして、２１ページ、附則としてこの条例は令和７年４月１日から施行す

るものです。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第７号遠軽町手数料条例の一部改正についてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第８号 

○議長（杉本信一君） 日程第１４ 議案第８号遠軽町水道事業給水条例の一部改正に

ついてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 大川水道課長。 
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○水道課長（大川寿雄君） 議案第８号遠軽町水道事業給水条例の一部改正について説

明いたします。 

 遠軽町水道事業給水条例の一部改正については、水道法施行令及び水道法施行規則の

一部改正に伴い、布設工事監督者及び水道技術管理者の資格要件を変更するため、本条

例を定めるものです。 

 水道法の規定により、水道事業者は水道の布設工事を施工する場合には、その職員、

布設工事監督者を指名し、その工事の施行に関する技術上の監督業務を行わせなければ

ならず、当該水道事業者が地方公共団体である場合にあっては、政令で定める資格を参

酌して、当該地方公共団体の条例で定める資格を有する者に行わせなければなりませ

ん。同じく水道事業者は、水道の管理について技術上の業務を担当させるため、水道技

術管理者１人を置かなければならず、当該水道事業者が地方公共団体である場合にあっ

ては、水道技術管理者は政令で定める資格を参酌して、条例で定める資格を有するもの

でなければならないとされております。 

 今回は、その政令が改正されたことにより、遠軽町水道事業給水条例についても改正

をするものです。 

 次のページ、別紙をお開き願います。 

 遠軽町水道事業給水条例の一部を改正する条例でありまして、改正の内容につきまし

ては、１枚めくっていただいて、参考資料の新旧対照表により説明いたしますので、そ

ちらを御覧願います。 

 布設工事監督者の資格について規定している第４１条第１号中「の土木工学科若しく

はこれに相当する課程において衛生工学若しくは水道工学に関する学科目を修めて卒業

した後、」を削り、「おいて土木工学科若しくは」を「おいて土木工学科又は」に、

「２年」を「１年６月」に改め、同条第２号中「の土木工学科」を削り、「これ」を

「旧大学令による大学において機械工学科若しくは電気工学科又はこれら」に改め、

「において衛生工学及び水道工学に関する学科目以外の学科目」を削り、「３年」を

「２年」に改め、同条第３号中「短期大学（同法による専門職大学の前期課程」の次に

「（以下「専門職大学前期課程」という。）」を、「よる専門学校」の次に「（次号に

おいて「短期大学等」という。）」を加え、「（同法による専門職大学の前期課程に

あっては、修了した後）」を「（専門職大学前期課程にあっては、修了した後。次号に

おいて同じ。）」に、「５年」を「２年６月」に改め、２ページをお開き願います。同

条第８号中「１年」を「６月」に改め、同号を同条第１０号とし、同条第７号中「第１

号若しくは第２号に規定する課程及び学科目又は第３号若しくは第４号」を「第１号か

ら第６号まで」に改め、「又は学科目」を削り、同号を同条第９号とし、同条第６号中

「終了」を「修了」に、「２年」を「１年６月」に改め、前のページの１ページにお戻

り願います。同号を同条第８号とし、第５号中「１０年」を「５年」に改め、同号を第

７号としまして、同条第４号中「よる中等学校」の次に「（次号において「高等学校
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等」という。）」を加え、「７年」を「３年６月」に改め、同号を同条第５号とし、同

号の次に第６号として「高等学校等において機械科若しくは電気科又はこれらに相当す

る課程を修めて卒業した後、４年以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有す

る者」を加え、第４１条第３号の次に第４号として「短期大学等において機械科若しく

は電気科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した後、３年以上水道に関する技術上

の実務に従事した経験を有する者」を加え、次の２ページをまた御覧願います。第１１

号として「建設業法施行令（昭和３１年政令第２７３号）第３７条第１項及び第２項の

規定による土木施工管理に係る１級の技術検定に合格した者であって、１年６月以上水

道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者」を加えるものであります。 

 次に、水道技術管理者の資格について規定している第４２条第１号を「前条第１号、

第３号又は第５号に規定する学校において土木工学科若しくは土木科又はこれらに相当

する課程を修めて卒業した後（専門職大学前期課程にあっては、修了した後）、同条第

１号に規定する学校を卒業した者については１年６月以上、同条第３号に規定する学校

を卒業した者（専門職大学前期課程にあっては、修了した者）については２年６月以

上、同条第５号に規定する学校を卒業した者については３年６月以上水道に関する技術

上の実務に従事した経験を有する者」に改め、第４２条第２号中「及び第４号」を「又

は第５号」に改め、「土木工学以外の」を削り、「に関する学科目又はこれらに相当す

る学科目」を「の課程又はこれらに相当する課程（土木工学科及び土木科並びにこれら

に相当する課程を除く。）」に、「学校教育法による専門職大学の」を「専門職大学」

に、「４年」を「２年」に、「同法による専門職大学の」を「専門職大学」に、「６

年」を「３年」に、「同条第４号」を「同条第５号」に、「８年」を「４年」に改め、

同条第３号中「１０年」を「５年」に改め、同条第４号中「及び第４号」を「又は第５

号」に、「学科目」を「課程」に、「学校教育法による専門職大学の」を「専門職大

学」に改め、「（以下この号において「専門職大学前期課程」という。）」を削り、

「５年」を「２年６月」に、「７年」を「３年６月」に、「同条第４号」を「同条第５

号」に、「９年」を「４年６月」に改め、同条第５号中「外国の学校において、」の次

に「第１号若しくは」を加え、「学科目」を「課程」に改め、同条第６号の次に、第７

条として、次のページですが、「技術士法第４条第１項の規定による第２次試験のうち

上下水道部門に合格した者（選択科目として上水道及び工業用水道を選択したものに限

る。）であって、６月以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者」、第

８号として「建設業法施行令第３７条第１項及び第２項の規定による土木施工管理に係

る１級の技術検定に合格した者であって、１年６月以上水道に関する技術上の実務に従

事した経験を有する者」を加えるものです。 

 別紙の２ページにお戻りいただきまして、附則として、この条例は令和７年４月１日

から施行するものです。 

 以上で、議案第８号の説明を終わります。 
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○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第８号遠軽町水道事業給水条例の一部改正についてを採決いたしま

す。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 議案第９号 

○議長（杉本信一君） 日程第１５ 議案第９号遠軽町定住促進住宅管理条例の一部改

正についてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 米谷建設課長。 

○建設課長（米谷克美君） 議案第９号遠軽町定住促進住宅管理条例の一部改正につい

て御説明いたします。 

 本案は、新町定住６号団地２１棟の解体に伴い、関係規定を整理するため、本条例を

定めるものであります。 

 次のページ、別紙をお開き願います。 

 遠軽町定住促進住宅管理条例の一部を改正する条例ですが、改正の内容につきまして

は、参考資料により御説明いたします。 

 次のページ、新旧対照表をお開き願います。 

 別表第１（第３条、第１３条関係）中、新町定住６号団地２１棟の項を削るもので

す。 

 別紙に戻りまして、附則として、この条例は、令和７年４月１日から施行するもので

す。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第９号遠軽町定住促進住宅管理条例の一部改正についてを採決いたし

ます。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 議案第１０号 

○議長（杉本信一君） 日程第１６ 議案第１０号遠軽町道の駅遠軽森のオホーツク条

例の一部改正についてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 大西商工観光課長。 

○商工観光課長（大西公太君） 議案第１０号遠軽町道の駅遠軽森のオホーツク条例の

一部改正について御説明いたします。 

 本案は、飲食提供施設の使用料を設定し、軽食コーナーの使用料を改定するため、本

条例を定めるものであります。 

 次のページ、別紙をお開き願います。 

 遠軽町道の駅遠軽森のオホーツク条例の一部を改正する条例であります。 

 改正の内容につきましては、参考資料の新旧対照表により御説明いたしますので、次

のページ、新旧対照表をお開き願います。 

 別表第１中、「特産品販売施設」の次に「飲食提供施設、月額、売上額の２０％」を

加え、軽食コーナーの金額「４０,０００円」を「売上額の２０％」に改め、備考２中

「屋外店舗スペース」を「飲食提供施設、屋外店舗スペース」に改めるものです。 

 別紙に戻っていただきまして、附則として、この条例は、令和７年４月１日から施行

するものであります。 

 以上で、議案第１０号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第１０号遠軽町道の駅遠軽森のオホーツク条例の一部改正についてを

採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１７ 議案第１１号 

○議長（杉本信一君） 日程第１７ 議案第１１号遠軽町温泉分湯条例の一部改正につ
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いてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 倉内丸瀬布総合支所参事。 

○丸瀬布総合支所参事（倉内健一君） 議案第１１号遠軽町温泉分湯条例の一部改正に

ついて御説明いたします。 

 本案は、町が採取した温泉の使用方法及び使用料を改正するため、本条例を定めるも

のであります。 

 次のページ、別紙をお開き願います。 

 遠軽町温泉分湯条例の一部を改正する条例であります。 

 この条例の改正内容につきましては、参考資料の新旧対照表により御説明いたします

ので、次のページをお開き願います。 

 第１条については、入浴に使用する「分湯」という文言に対し、商品開発に使用する

ため「採湯」という文言を追加し、文言整理をしています。 

 第２条については、採湯についての説明を追加しています。 

 第３条については、採湯が加わったことによる文言整理、第４条については、商品開

発を行う場合に採湯により温泉水を使用することができることを定めています。 

 第５条、第６条、第７条、第９条及び第９条の第２項については、文言の整理です。 

 第９条の第３項については、商品開発に係る使用料の設定、第１２条については、文

言の整理となっています。 

 附則といたしまして、本条例については、公布の日から施行するものであります。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第１１号遠軽町温泉分湯条例の一部改正についてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１８ 議案第１２号 

○議長（杉本信一君） 日程第１８ 議案第１２号地方公務員法の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の一部改正についてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 堂前総務課長。 
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○総務課長（堂前政好君） 議案第１２号地方公務員法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例の一部改正について御説明いたします。 

 本案は、地方公務員法の一部を改正する法律の一部改正に伴い、引用条項を整理する

ため本条例を定めるものであります。 

 次のページ、別紙を御覧願います。 

 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の一部

を改正する条例であります。 

 改正の内容につきましては、新旧対照表で御説明いたしますので、次のページの参考

資料を御覧願います。 

 附則第１２条中「附則第９条第３項」を「附則第９条第２項」に、附則第１４条第６

項中「附則第９条第２項」を「附則第９条第６項に」それぞれ改めるものであります。 

 別紙に戻っていただき、附則として、この条例は、令和７年４月１日から施行するも

のであります。 

 以上で、議案第１２号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第１２号地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整理に関する条例の一部改正についてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１９ 議案第１３号 

○議長（杉本信一君） 日程第１９ 議案第１３号遠軽町丸瀬布ふるさと公園条例の廃

止についてを議題とします。 

 提出者の説明を求めます。 

 倉内丸瀬布総合支所参事。 

○丸瀬布総合支所参事（倉内健一君） 議案第１３号遠軽町丸瀬布ふるさと公園条例の

廃止について御説明いたします。 

 本案は、令和７年３月３１日をもって、丸瀬布ふるさと公園を廃止するため、本条例

を定めるものであります。 

 次のページ、別紙をお開き願います。 

 遠軽町丸瀬布ふるさと公園条例を廃止する条例であります。 
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 遠軽町丸瀬布ふるさと公園条例（平成１７年遠軽町条例第１３９号）は、廃止する。 

 附則といたしまして、本条例については、令和７年４月１日から施行いたします。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第１３号遠軽町丸瀬布ふるさと公園条例の廃止についてを採決いたし

ます。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２０ 議案第１４号 

○議長（杉本信一君） 日程第２０ 議案第１４号町道路線の変更についてを議題とし

ます。 

 提出者の説明を求めます。 

 倉内丸瀬布総合支所参事。 

○丸瀬布総合支所参事（倉内健一君） 議案第１４号町道路線の変更について御説明い

たします。 

 本案は、一般交通の用に供する必要がなくなったため、町道路線の一部を変更するこ

とについて、道路法第１０条第３項において準用する同法第８条第２項の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 

 変更する町道は、丸瀬布地域の元町線でありまして、路線番号、路線名、起点・終

点、重要な経過地、幅員・延長につきましては、記載のとおりでございます。 

 それでは、資料により説明いたしますので、赤番５、町道路線の変更に関する資料を

お開き願います。 

 １ページ目は、位置図でございます。対象路線は、丸瀬布元町地域から国道３３３号

を一部重複し、ふるさと公園まで、図面中央丸印が起点で、三角印が終点になります。

丸瀬布ふるさと公園の廃止に伴い、一般交通の用に供する必要がなくなったため、終点

を変更するものでございます。 

 ２ページ目は、その詳細図でございます。上段の図面は変更前で、下段が変更後とな

ります。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、質疑を行います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終わります。 

 これより、議案第１４号町道路線の変更についてを採決いたします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 説明員入替えのため、暫時休憩いたします。 

午後 １時２８分 休憩 

────────────── 

午後 １時２９分 再開 

○議長（杉本信一君） 再開します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２１ 議案第１５号から日程第２４ 議案第１８号 

○議長（杉本信一君） 日程第２１ 議案第１５号令和６年度遠軽町一般会計補正予算

（第１２号）、日程第２２ 議案第１６号令和６年度遠軽町介護保険特別会計補正予算

（第３号）、日程第２３ 議案第１７号令和６年度遠軽町水道事業会計補正予算（第４

号）、日程第２４ 議案第１８号令和６年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第４

号）、以上、議案４件は関連がありますので、一括して議題とします。 

 上程の順により、提出者の説明を求めます。 

 今井財政課長。 

○財政課長（今井昌幸君） 議案第１５号令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１２

号）について説明いたします。 

 令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１２号）につきましては、既定の歳入歳出予

算の総額から、歳入歳出それぞれ９２０万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額

を１８１億４,９９２万９,０００円とするものです。 

 補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により説明いたしま

す。 

 繰越明許費の追加は、「第２表繰越明許費補正」により説明いたします。 

 地方債の変更は、「第３表地方債補正」により説明いたします。 

 次のページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算補正の１、歳入から説明いたします。 

 ２款地方譲与税につきましては、３項森林環境譲与税に１,１２２万６,０００円を追

加し、総額を２億６,５６２万６,０００円とするものです。 

 ９款国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、１項国有提供施設等所在
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市町村助成交付金に１８万４,０００円を追加し、総額を４１８万４,０００円とするも

のです。 

 １１款地方交付税につきましては、１項地方交付税に２億６,７３９万６,０００円を

追加し、総額を７５億６,７３９万６,０００円とするものです。 

 １３款分担金及び負担金につきましては、１項分担金を１３万４,０００円減額、２

項負担金に２４８万９,０００円を追加し、総額を７,１６５万２,０００円とするもの

です。 

 １５款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金に１,４５３万２,０００円を追

加、２項国庫補助金に６,９３８万４,０００円を追加、３項委託金を２３５万５,００

０円減額し、総額を１４億２,９６３万２,０００円とするものです。 

 １６款道支出金につきましては、１項道負担金に８２２万３,０００円を追加、２項

道補助金に９,１８３万７,０００円を追加、３項委託金を１１８万４,０００円減額

し、総額を７億８,８１０万円とするものです。 

 １７款財産収入につきましては、１項財産運用収入に２９７万３,０００円を追加

し、総額を１億２,８０１万４,０００円とするものです。 

 １８款寄附金につきましては、１項寄附金に１,００４万３,０００円を追加し、総額

を４億８,７４８万４,０００円とするものです。 

 １９款繰入金につきましては、１項基金繰入金を４億１,０５６万８,０００円減額

し、総額を１０億２,０３４万２,０００円とするものです。 

 ２０款繰越金につきましては、１項繰越金に９,７１８万２,０００円を追加し、総額

を３億５,２１１万４,０００円とするものです。 

 ２１款諸収入につきましては、５項雑入に６６万９,０００円を追加し、総額を５億

７,９２６万１,０００円とするものです。 

 ２２款町債につきましては、１項町債を１億７,１１０万円減額し、総額を２３億８,

６０３万１,０００円とするものです。 

 これにより、歳入合計１８１億５,９１３万２,０００円から９２０万３,０００円を

減額し、総額を１８１億４,９９２万９,０００円とするものです。 

 次に、２、歳出について説明いたします。 

 次のページをお開き願います。 

 １款議会費につきましては、１項議会費を２０１万円減額し、総額を８,０２２万７,

０００円とするものです。 

 ２款総務費につきましては、１項総務管理費に１億２,９０６万５,０００円を追加、

３項戸籍住民基本台帳費に４８９万８,０００円を追加、４項選挙費を２３５万５,００

０円減額し、総額を４９億４,４３８万７,０００円とするものです。 

 ３款民生費につきましては、２項児童福祉費に４,５９６万１,０００円を追加し、総

額を３２億３,０９８万７,０００円とするものです。 
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 ４款衛生費につきましては、１項保健衛生費を６２万８,０００円減額、２項清掃費

を４,４２１万３,０００円減額し、総額を１７億５,９３１万５,０００円とするもので

す。 

 ６款農林水産業費につきましては、１項農業費に９,４１５万４,０００円を追加、２

項林業費を８３３万９,０００円減額し、総額を６億１,９４９万４,０００円とするも

のです。 

 ７款商工費につきましては、１項商工費を２４９万２,０００円減額し、総額を５億

４,７３９万９,０００円とするものです。 

 ８款土木費につきましては、１項土木管理費に９,０００円を追加、２項道路橋梁費

を６,５９５万７,０００円減額、３項河川費を４４万５,０００円減額、５項下水道費

を２６７万５,０００円減額、６項住宅費を２１８万１,０００円減額し、総額を１５億

９,１０１万４,０００円とするものです。 

 ９款消防費につきましては、１項消防費を２,３９２万円減額し、総額を５億８,７６

８万２,０００円とするものです。 

 １０款教育費につきましては、１項教育総務費に７,０００円を追加、２項小学校費

を７,３５３万５,０００円減額、３項中学校費を４,１９３万９,０００円減額、４項学

校給食費に３１２万８,０００円を追加、５項社会教育費を１９０万６,０００円減額、

６項保健体育費を７３０万１,０００円減額し、総額を１８億７,９７９万円とするもの

です。 

 １２款公債費につきましては、１項公債費を６５２万９,０００円減額し、総額を２

８億６,６０６万９,０００円とするものです。 

 これにより、歳出合計１８１億５,９１３万２,０００円から９２０万３,０００円を

減額し、総額を歳入歳出同額の１８１億４,９９２万９,０００円とするものです。 

 次に、第２表繰越明許費補正について説明いたします。 

 ３ページを御覧ください。 

 繰越明許費の追加につきましては、２款総務費１項総務管理費、物価高騰対応重点支

援事業６,６５２万２,０００円、３項戸籍住民基本台帳費、戸籍・住民基本台帳管理事

業７５４万９,０００円、６款農林水産業費１項農業費、農業関係団体助成事業９,１９

６万４,０００円、畜産担い手育成総合整備事業３６５万２,０００円について、翌年度

に繰り越して使用することができる経費とするものです。 

 次に、第３表地方債補正について説明いたします。 

 次のページをお開き願います。 

 地方債の変更につきましては、新庁舎整備事業から中学校改修事業までの限度額を、

それぞれ記載のとおり変更するものです。起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれ

補正前と変更はありません。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略いたしまして、３、歳出から
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説明いたします。 

 なお、事業の完了や執行見込み等による補正につきましては、事業名と金額のみの説

明とさせていただきます。 

 １４ページをお開き願います。 

 １款議会費１項議会費１目議会費につきましては、議員報酬及び期末手当等２０１万

円の減額です。 

１６ページをお開き願います。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費につきましては、総務一般経費１,２７３

万６,０００円の減額です。 

 ５目財産管理費につきましては、本庁舎管理事業１８２万３,０００円の減額です。 

 ６目企画費につきましては、企画一般経費４００万円の減額、移住定住促進事業９３

４万５,０００円の減額、地域拠点施設整備事業１８０万円の減額です。ふるさと納税

促進事業７７９万１,０００円につきましては、寄附額の増加が見込まれるため、ふる

さと納税返礼品用の報償費４７５万円３,０００円、返礼品発送等に係る通信運搬費９

８万４,０００円、ふるさと納税受付等業務委託料２０５万４,０００円をそれぞれ追加

するものです。 

 ７目支所及び出張所費につきましては、白滝支所管理事業１４１万１,０００円の減

額、丸瀬布支所管理事業１００万２,０００円の減額です。 

 ８目交通対策費につきましては、町営バス運行事業１２４万２,０００円の減額で

す。 

 １０目自治振興費、生活安全灯管理事業２３万１,０００円の減額につきましては、

電気料金に不足が見込まれることから、光熱水費９３万５,０００円を追加、遠軽地域

生活安全灯改修工事１１６万６,０００円の減額です。 

 １１目電算管理費につきましては、電算システム管理事業３２３万６,０００円の減

額です。 

 １４目諸費につきましては、税外収入還付２７４万７,０００円の追加です。 

 １５目基金運営費、基金運営事業７,３５４万８,０００円につきましては、基金利子

により、財政調整基金積立金１８３万７,０００円を追加。 

 １８ページをお開き願います。 

 普通交付税の追加交付により、減債基金積立金５,１９７万８,０００円を追加、指定

寄附金、ふるさと納税寄附金及び基金利子により、まちづくり振興基金積立金に６４６

万１,０００円を追加、企業版ふるさと納税及び基金利子により、まち・ひと・しごと

創生基金積立金に１４０万２,０００円を追加、基金利子により地域振興基金積立金に

６２万７,０００円を追加、基金利子により名寄線代替輸送確保基金積立金に４,０００

円を追加、交付見込みにより、森林環境譲与税基金積立金に１,１２３万９,０００円の

追加です。 
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 １６目物価高騰対策費、物価高騰対応重点支援事業８,１８０万５,０００円につきま

しては、令和６年１１月に国が策定した「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総

合経済対策」の趣旨を踏まえ、町民生活並びに事業者への支援をするため、緊急経済対

策を行うための経費を計上するものです。 

 医療機関・福祉サービス事業所等物価高騰対策支援金１,４５６万７,０００円は、町

内の医療機関、福祉サービス事業所など、１３２事業所に対し、物価高騰による負担を

軽減するため支援金を支給するもので、予算を令和７年度に繰り越すものです。 

 保育施設給食費価格転嫁抑制事業支援金４９７万４,０００円は、物価高騰により影

響を受けている民間保育施設３施設に対し、給食費の値上げを行わずに、給食の栄養バ

ランスや量を保った給食の提供を維持するため支援金を支給するもので、予算を令和７

年度に繰り越すものです。 

 燃油価格高騰対策営農支援金４９０万円は、原油価格の高騰により影響を受けている

農業者１００名に対し、免税軽油使用見込量に応じた支援金を支給するもので、予算を

令和７年度に繰り越すものです。 

 中小企業等事業継続支援金１,１７０万円は、物価高騰により影響を受けている中小

企業等の事業継続を支援するため、法人１６０事業者、個人２６５事業者に対し支援金

を支給するもので、予算を令和７年度に繰り越すものです。 

 温泉宿泊施設物価高騰対策支援金１１０万円は、物価高騰により影響を受けている民

間温泉宿泊施設事業者を支援するため、瀬戸瀬温泉及びマウレ山荘に対し支援金を支給

するものです。 

 特定事業燃料価格高騰対策支援金２０５万円は、原油価格の高騰により影響を受けて

いる交通・運送事業者に対し、事業継続を支援するため、交通事業者３社、運送事業者

２２社に対し支援金を支給するもので、予算を令和７年度に繰り越すものです。 

 公共施設等物価高騰対策助成金１,６００万円は、物価高騰により影響を受けている

指定管理者の負担を軽減するため、道の駅遠軽森のオホーツク及び生田原コミュニティ

センターの指定管理者に対し助成金を支給するもので、令和６年度に各６００万円を支

給し、令和７年度に各２００万円を繰り越すものです。 

 生活応援プレミアム付商品券発行事業補助金２,６５１万４,０００円は、物価高騰等

により停滞している町内消費の喚起を図るため、町内で使える生活応援プレミアム付商

品券について、販売価格１冊１万円で１万２,０００円分、プレミアム２０％の商品券

を１万冊発行する経費を計上するもので、予算を令和７年度に繰り越すものです。 

 ２０ページをお開き願います。 

 ３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民基本台帳費、戸籍・住民基本台帳管理事業４８

９万８,０００円につきましては、国の法改正に伴い、戸籍の記載事項として振り仮名

が追加されたことから、対応業務に係る経費として、通信運搬費１４４万５,０００

円、戸籍法改正対応業務委託料３４５万３,０００円をそれぞれ追加し、予算を令和７
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年度に繰り越すものです。 

 ２２ページをお開き願います。 

 ４項選挙費２目衆議院議員選挙費につきましては、衆議院議員選挙一般事務費２３５

万５,０００円の減額です。 

 ２４ページをお開き願います。 

 ３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務費、子ども・子育て支援事業４,５９６

万１,０００円につきましては、認定こども園に対する施設型給付の公定価格上昇に伴

い、施設型給付費負担金の追加です。 

 ５目保育所費は、財源の振替です。 

 ２６ページをお開き願います。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費、保健衛生一般経費３７万４,０００

円につきましては、国の制度改正により、令和７年度から妊娠出産子育て支援給付が開

始されることに伴い、健康管理システム改修業務委託料の追加です。 

 地域医療対策事業１,０００円につきましては、基金利子により、旭川医科大学医師

養成確保修学資金貸付基金繰出金の追加です。 

 ４目環境衛生費につきましては、害虫等駆除事業１００万３,０００円の減額です。 

 ２８ページをお開き願います。 

 ２項清掃費２目塵芥処理費につきましては、ごみ収集事業３６３万円の減額、ごみ処

理場管理事業３,６２４万８,０００円の減額です。 

 ３目し尿処理費につきましては、し尿処理事業４３３万５,０００円の減額です。 

 ３０ページをお開き願います。 

 ６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費、農業関係団体助成事業９,１９６万４,

０００円は、小麦生産のスマート農業化による労働生産性の向上を図るため、農業機械

及びリース機器の導入に係る経費を遠軽町スマート農業推進協議会に対し間接補助する

ものであり、産地生産基盤パワーアップ事業補助金を計上し、予算を令和７年度に繰り

越すものです。 

 ４目畜産業費、畜産担い手育成総合整備事業３６５万２,０００円につきましては、

北海道農業公社の事業予算調整による追加割当てにより、令和７年度に予定していた事

業の一部を前倒し、予算を令和７年度に繰り越すものです。 

 ５目農地費につきましては、営農飲雑用水整備事業１４６万２,０００円の減額で

す。 

 ３２ページをお開き願います。 

 ２項林業費１目林業振興費につきましては、町有林整備事業８３３万９,０００円の

減額です。 

 ３４ページをお開き願います。 

 ７款商工費１項商工費１目商工業振興費につきましては、商工業融資利子補給事業２
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５０万円の減額です。企業振興促進助成事業につきましては、新たな助成対象の企業が

増えたことにより、企業振興促進補助金９２万１,０００円の追加です。 

 ４目観光施設費につきましては、ノースキング管理事業９１万３,０００円の減額で

す。 

 ３６ページをお開き願います。 

 ８款土木費１項土木管理費１目土木総務費、土木総務一般経費９,０００円につきま

しては、土地貸付料収入及び基金利子により、土地開発基金繰出金の追加です。 

 ３８ページをお開き願います。 

 ２項道路橋梁費１目道路橋梁総務費につきましては、道路台帳整備事業２０万４,０

００円の減額、道路橋梁総務一般経費１９６万３,０００円の減額です。 

 ２目道路橋梁維持費につきましては、道路橋梁維持事業１,６３９万８,０００円の減

額です。 

 ３目道路橋梁新設改良費につきましては、道路新設改良事業４,７３９万２,０００円

の減額です。 

 ４０ページをお開き願います。 

 ３項河川費１目河川総務費につきましては、河川管理事業４４万５,０００円の減額

です。 

 ４２ページをお開き願います。 

 ５項下水道費１目公共下水道費につきましては、下水道事業２６７万５,０００円の

減額です。 

 ４４ページをお開き願います。 

 ６項住宅費２目住宅建設費につきましては、町営住宅建設事業２１８万１,０００円

の減額です。 

 ４６ページをお開き願います。 

 ９款消防費１項消防費１目消防費につきましては、消防事業２,３９２万円の減額で

す。 

 ４８ページをお開き願います。 

 １０款教育費１項教育総務費３目教育振興費、奨学資金貸付事業７,０００円につき

ましては、基金利子により奨学資金貸付基金繰出金の追加です。 

 ５０ページをお開き願います。 

 ２項小学校費１目学校管理費、小学校管理一般経費３１６万２,０００円につきまし

ては、燃料価格の高騰により燃料費の追加です。 

 ２目教育振興費につきましては、要保護・準要保護児童援助事業２１５万円の減額、

小学校特別支援教育就学奨励事業２９万７,０００円の減額です。 

 ３目学校建設費につきましては、小学校建設事業７,４２５万円の減額です。 

 ５２ページをお開き願います。 
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 ３項中学校費１目学校管理費、中学校管理一般経費５３５万１,０００円につきまし

ては、燃料価格の高騰により燃料費の追加です。 

 ２目教育振興費につきましては、要保護・準要保護生徒援助事業４４０万１,０００

円の減額です。 

 ３目学校建設費につきましては、中学校建設事業４,２８８万９,０００円の減額で

す。 

 ５４ページをお開き願います。 

 ４項学校給食費１目小中学校給食費、学校給食管理事業３１２万８,０００円につき

ましては、給食食材の高騰による保護者の負担増分を軽減するため、緊急経済対策に係

る国の交付金を充当し、小・中学校の賄材料費を追加するものです。 

 ５６ページをお開き願います。 

 ５項社会教育費１目社会教育総務費につきましては、高齢者大学事業４５万５,００

０円の減額、青少年育成事業４５万１,０００円の減額です。 

 ４目社会教育施設費につきましては、埋蔵文化財センター管理運営事業１００万円の

減額です。 

 ５８ページをお開き願います。 

 ６項保健体育費１目保健体育総務費につきましては、保健体育一般経費７３０万１,

０００円の減額です。 

 ６０ページをお開き願います。 

 １２款公債費１項公債費１目元金につきましては、公債費償還元金４７万１,０００

円の追加です。 

 ２目利子につきましては、公債費償還利子７００万円の減額です。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２款地方譲与税３項森林環境譲与税１目森林環境譲与税につきましては、１,１２２

万６,０００円の追加です。 

 ９款国有提供施設等所在市町村助成交付金１項国有提供施設等所在市町村助成交付金

１目国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、１８万４,０００円の追加

です。 

 １１款地方交付税１項地方交付税１目地方交付税につきましては、普通交付税２億

６,７３９万６,０００円の追加です。 

 １３款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金につきましては、道営土

地改良事業分担金１３万４,０００円の減額です。 

 ２項負担金２目衛生費負担金につきましては、下水道広域化推進総合事業２町負担金

６６万５,０００円の減額です。 

 ３目農林水産業費負担金につきましては、事業の一部前倒しによる畜産担い手育成総
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合整備事業負担金３１５万４,０００円の追加です。 

 １５款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金につきましては、施設型給付

費負担金１,４５３万２,０００円の追加です。 

 ２項国庫補助金１目総務費国庫補助金につきましては、特定地域づくり推進交付金４

６８万７,０００円の減額、緊急経済対策の実施に伴う物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金８,６０５万３,０００円の追加、戸籍の記載事項に振り仮名が追加されたこ

とに伴う対応に要する事務費補助金として、社会保障・税番号制度システム整備費補助

金３８８万３,０００円の追加です。 

 ３目衛生費国庫補助金につきましては、妊娠出産子育て支援給付に係る健康管理シス

テム改修に伴う妊娠出産子育て支援交付金３７万４,０００円の追加です。 

 ４目農林水産業費国庫補助金につきましては、農地耕作条件改善事業補助金８０万

５,０００円の減額です。 

 ５目土木費国庫補助金につきましては、橋梁長寿命化補修事業補助金５７４万７,０

００円の減額、道路改良事業交付金１,０５２万８,０００円の減額、地域住宅交付金８

４万１,０００円の追加です。 

 ３項委託金１目総務費委託金につきましては、衆議院議員選挙費委託金２３５万５,

０００円の減額です。 

 １０ページをお開き願います。 

 １６款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金につきましては、施設型給付費負担

金８２２万３,０００円の追加です。 

 ２項道補助金４目農林水産業費道補助金につきましては、水利施設等保全高度化事業

補助金８万７,０００円の減額、次世代農業促進生産基盤整備特別対策事業補助金４万

円の減額、産地生産基盤パワーアップ事業補助金９,１９６万４,０００円の追加です。 

 ３項委託金２目農林水産業費委託金につきましては、道営事業補助監督等業務委託金

１９万６,０００円の追加です。 

 ４目教育費委託金につきましては、部活動地域移行等実証事業委託金１３８万円の減

額です。 

 １７款財産収入１項財産運用収入２目利子及び配当金につきましては、基金利子２９

７万３,０００円の追加です。 

 １８款寄附金１項寄附金２目指定寄附金につきましては、まちづくり振興資金等に対

し１２件、３７９万１,０００円の指定寄附を頂いたものです。 

 ３目ふるさと納税寄附金６２５万２,０００円につきましては、ふるさと納税寄附額

の増加により４８５万２,０００円を追加するとともに、企業版ふるさと納税として４

件、１４０万円の寄附を頂いたものです。 

 １９款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金につきましては、１億１,０５

６万８,０００円を減額。２目減債基金繰入金につきましては、３億円を減額。 
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 ２０款繰越金１項繰越金１目繰越金につきましては、前年度繰越金９,７１８万２,０

００円の追加です。 

 ２１款諸収入５項雑入６目雑入につきましては、宝くじ交付金３３万円の追加、その

他雑入３３万９,０００円の追加です。 

 ２２款町債１項町債につきましては、１目総務債４７０万円の減額、２目衛生債５６

０万円の減額、３目農林水産業債２３０万円の減額、４目土木債３,９９０万円の減

額、５目消防債９０万円の減額。 

 １２ページをお開き願います。 

 ６目教育債１億１,７７０万円の減額です。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） ２時１０分まで休憩といたします。 

午後 ２時００分 休憩 

────────────── 

午後 ２時０９分 再開 

○議長（杉本信一君） 再開いたします。 

 岩井保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岩井誠志君） 議案第１６号令和６年度遠軽町介護保険特別会計補正

予算（第３号）について御説明いたします。 

 令和６年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）につきましては、既定の歳入

歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７,０２６万１,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を２２億４,０６６万７,０００円とするものです。 

 補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。 

 次のページをお開き願います。 

 第１表歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。 

 ４款国庫支出金につきましては、２項国庫補助金に３９５万５,０００円を追加し、

総額を５億４,０１３万３,０００円とするものです。 

 ７款財産収入につきましては、１項財産運用収入に２万９,０００円を追加し、総額

を４万８,０００円とするものです。 

 ８款繰入金につきましては、２項基金繰入金を１９１万９,０００円減額し、総額を

３億３,３９６万８,０００円とするものです。 

 ９款繰越金につきましては、１項繰越金に６,８１９万６,０００円を追加し、総額を

１億４,６７６万８,０００円とするものです。 

 これにより、歳入合計２１億７,０４０万６,０００円に７,０２６万１,０００円を追

加し、総額を２２億４,０６６万７,０００円とするものです。 

 次に、歳出について御説明いたします。 
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 次のページをお開き願います。 

 ２款保険給付費につきましては、１項介護サービス等諸費に５,８５６万円を追加、

２項高額介護サービス等費に３００万円を追加、３項高額医療合算介護サービス等費に

５０万円を追加、５項その他諸費に２０万円を追加し、総額を１９億７,５２７万２,０

００円とするものです。 

 ３款地域支援事業費につきましては、１項介護予防・生活支援サービス事業費に４０

０万円を追加し、総額を１億３,８１５万９,０００円とするものです。 

 ４款基金積立金につきましては、１項基金積立金に３９８万４,０００円を追加し、

総額を４００万３,０００円とするものです。 

 ６款諸支出金につきましては、１項償還金及び還付加算金に１万７,０００円を追加

し、総額を７,９１９万８,０００円とするものです。 

 これにより、歳出合計２１億７,０４０万６,０００円に７,０２６万１,０００円を追

加し、総額を歳入歳出同額の２２億４,０６６万７,０００円とするものです。 

 次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の総括を省略いたしまして、歳出から御説明い

たします。 

 ８ページをお開き願います。 

 ２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目介護サービス等給付費５,８５６万円に

つきましては、実績見込精査に伴う追加でありまして、居宅介護サービス等給付費に

６,０００万円を追加、地域密着型介護サービス等給付費を４,０００万円減額、施設介

護サービス等給付費に２,０５６万円、居宅介護等福祉用具購入費に１００万円、居宅

介護等住宅改修費に７００万円、居宅介護サービス等計画給付費に１,０００万円をそ

れぞれ追加するものです。 

 ２項高額介護サービス等費１目高額介護サービス等費３００万円につきましては、実

績見込精査に伴う高額介護サービス等費の追加です。 

 ３項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス等費５０万円につ

きましては、実績見込精査に伴う高額医療合算介護サービス等費の追加です。 

 ５項その他諸費１目審査支払手数料２０万円につきましては、実績見込精査に伴う審

査支払手数料の追加です。 

 ３款地域支援事業費１項介護予防・生活支援サービス事業費１目サービス事業費３０

０万円につきましては、実績見込精査に伴う介護予防サービス等事業費の追加です。 

 ２目介護予防マネジメント事業費１００万円につきましては、実績見込精査に伴う介

護予防ケアマネジメント事業費の追加です。 

 ４款基金積立金１項基金積立金１目基金積立金３９８万４,０００円につきまして

は、介護給付準備基金積立金の追加です。 

 ６款諸支出金１項償還金及び還付加算金３目償還金１万７,０００円につきまして

は、令和５年度介護保険事業費国庫負担金の確定に伴う返還金の追加です。 



《令和７年３月６日》 

－ 56 － 

 次に、歳入について御説明いたします。 

 ６ページをお開き願います。 

 ４款国庫支出金２項国庫補助金３目保険者機能強化推進交付金１２１万６,０００円

につきましては、実績精査に伴う追加です。 

 ４目介護保険保険者努力支援交付金２７３万９,０００円につきましては、実績精査

に伴う追加です。 

 ７款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金２万９,０００円につきまして

は、基金利子の追加です。 

 ８款繰入金２項基金繰入金１目介護給付準備基金繰入金１９１万９,０００円の減額

につきましては、繰越金充当によるものです。 

 ９款繰越金１項繰越金１目繰越金６,８１９万６,０００円につきましては、令和５年

度介護サービス等給付費の実績精査に伴う前年度繰越金の追加です。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 大川水道課長。 

○水道課長（大川寿雄君） 議案第１７号令和６年度遠軽町水道事業会計補正予算（第

４号）について説明いたします。 

 第２条は、令和６年度水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正するものです。 

 支出につきましては、第１款水道事業費用第２項営業外費用に４３０万円を追加し、

総額を６億７,２２５万１,０００円とするものです。 

 第３条は、予算第４条本文括弧書き中「２億２,６９０万円」を「２億２,４２０万

３,０００円」に、「２億３９９万２,０００円」を「２億５６０万２,０００円」に、

「９６４万５,０００円」を「５３３万８,０００円」に改め、資本的収入及び支出の予

定額を次のとおり補正するものです。 

 収入につきましては、第１款資本的収入第１項企業債を６,１８０万円減額、第３項

工事負担金に２,８０２万９,０００円を追加し、総額を２億７,８７９万３,０００円と

するものです。 

 支出につきましては、第１款資本的支出第１項建設改良費を３,６４６万８,０００円

減額し、総額を５億２９９万６,０００円とするものです。 

 第４条は、予算第５条の表、起債の限度額欄中「１億７,５３０万円」を「１億１,３

５０万円」に改めるものです。 

 次の１ページから２ページは実施計画、３ページはキャッシュ・フロー計算書、４

ページから５ページは予定貸借対照表で、説明は省略させていただきます。 

 次に、６ページをお開き願います。 

 補正予算明細により説明いたします。 

 収益的収入及び支出の支出、１款水道事業費用２項営業外費用２目消費税及び地方消
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費税１節消費税及び地方消費税４３０万円は、消費税等確定申告時の仕入控除税額の減

少による消費税及び地方消費税を追加するものです。 

 次に、７ページを御覧願います。 

 資本的収入及び支出の収入、１款資本的収入１項企業債１目企業債１節水道事業債

６,１８０万円の減額につきましては、事業の執行精査による水道事業債の減額です。 

 ３項工事負担金１目工事負担金１節配水管負担金２,８０２万９,０００円は、豊里４

４号道路水道管移設工事及び道道遠軽停車場線水道管布設替工事の執行精査による工事

補償金を追加するものです。 

 次に、８ページを御覧願います。 

 支出につきましては、１款資本的支出１項建設改良費１目拡張費２３節工事請負費

２,４２８万３,０００円の減額は、事業の執行精査による豊里４４号道路水道管移設工

事の減額です。 

 ２目配水管布設費１７節委託料４００万６,０００円の減額は、事業の執行精査によ

る生田原水穂水道管移設設計業務委託ほか業務委託の減額、２３節工事請負費８１７万

９,０００円の減額は、事業の執行精査による水道管布設替工事、水道管移設工事等の

減額です。 

 以上で、議案第１７号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第１８号令和６年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第４号）につ

いて説明いたします。 

 第２条は、令和６年度遠軽町下水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正するものです。 

 収入につきましては、第１款下水道事業収益第１項営業収益を３１６万７,０００円

減額、第２項営業外収益を６５３万円減額し、総額を１０億４,６７６万５,０００円と

するものです。 

 支出につきましては、第１款下水道事業費用第１項営業費用を９３６万１,０００円

減額、第２項営業外費用に５００万円を追加し、総額を１０億４,０７０万４,０００円

とするものです。 

 第３条は、予算第４条、本文括弧書き中「３億２６２万６,０００円」を「２億９,９

０９万５,０００円」に、「２,６８８万７,０００円」を「１７７万１,０００円、当年

度利益剰余金処分額２４５万７,０００円、減債積立金１,９１２万８,０００円」に改

め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するものです。 

 収入につきましては、第１款資本的収入第１項企業債を４,２４０万円減額、第２項

国庫補助金を２,２５３万６,０００円減額、第３項他会計出資金を９４万円減額し、総

額を２億３,４７８万１,０００円とするものです。 

 支出につきましては、第１款資本的支出第１項建設改良費を６,９４０万７,０００円

減額し、総額を５億３,３８７万６,０００円とするものです。 
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 次のページをお開き願います。 

 第４条は、予算第６条の表、起債の限度額の欄中「１億１,３７０万円」を「７,１３

０万円」に改めるものです。 

 第５条は、予算第１０条中「のうち２,６８８万７,０００円」を「１７７万１,００

０円及び当年度利益剰余金２４５万７,０００円」に改め、同条を第１１条とし、第９

条を第１０条とし、第８条を第９条とし、第７条の次に第８条として、見出しを「（予

定支出の各項の経費の金額の流用）」とし、「予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことができる場合は、次のとおりと定める。（１）消費税及び地方消費税に不足が生じ

た場合。」を加えるものです。 

 次の１ページから２ページは実施計画、３ページはキャッシュ・フロー計算書、４

ページから５ページは予定貸借対照表で、説明は省略させていただきます。 

 次に、６ページをお開き願います。 

 補正予算明細により説明いたします。 

 収益的収入及び支出の収入、１款下水道事業収益１項営業収益２目他会計負担金１節

一般会計負担金３１６万７,０００円の減額は、事業の執行精査による雨水処理負担金

ほか一般会計繰入金の減額です。 

 ２項営業外収益３目国庫補助金１節国庫補助金４５３万円の減額は、事業の執行精査

による社会資本整備総合交付金の減額です。 

 ５目消費税及び地方消費税還付金１節消費税及び地方消費税還付金２００万円の減額

は、消費税等確定申告時の仕入控除税額の減少による消費税及び地方消費税還付金の減

額です。 

 次に、７ページを御覧願います。 

 支出につきましては、１款下水道事業費用１項営業費用１目管渠費１７節委託料９３

６万１,０００円の減額は、公共下水道事業下水道管路台帳整備業務委託ほか各種委託

業務費の執行精査による減額です。 

 ２項営業外費用３目消費税及び地方消費税１節消費税及び地方消費税５００万円は、

消費税等確定申告時の仕入税額控除の減少による消費税及び地方消費税の追加です。 

 次に、８ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出の収入、１款資本的収入１項企業債１目企業債１節下水道事業債

４,２４０万円の減額は、事業の執行精査による下水道事業債の減額です。 

 ２項国庫補助金１目国庫補助金１節国庫補助金２,２５３万６,０００円の減額は、事

業の執行精査による社会資本整備総合交付金の減額です。 

 ３項他会計出資金１目他会計出資金１節一般会計出資金９４万円の減額は、遠軽下水

処理センターし尿等受入施設基本設計業務委託の執行精査による一般会計繰入金の減額

です。 

 次に、９ページを御覧願います。 
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 支出につきましては、１款資本的支出１項建設改良費１目管渠整備費２３節工事請負

費３,３５５万３,０００円の減額は、事業の執行精査による公共下水道管渠工事の減

額、２７節補償金１２８万４,０００円の減額は、事業の執行精査による支障物件移設

補償金ほかの減額、３１節負担金１３０万円の減額は、事業の執行精査による水道管移

設工事負担金の減額です。 

 ２目処理場整備費１７節委託料４３８万円の減額につきましては、事業の執行精査に

よる遠軽下水処理センターし尿等受入施設基本設計業務委託ほかの減額、２３節工事請

負費１,７００万円の減額は、事業の執行精査による遠軽下水処理センター消毒設備更

新工事の減額です。 

 ３目個別排水処理施設整備費１９節賃借料５８万１,０００円の減額は、事業の執行

精査による機械借上料の減額、２３節工事請負費１,１３０万９,０００円の減額は、事

業の執行精査による個別排水処理施設整備工事の減額です。 

 以上で、議案第１８号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） これより、一括上程しました議案４件の質疑を行います。 

 質疑は上程の順により、各案件ごとに行います。 

 これより、議案第１５号令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１２号）の質疑を行

います。 

 質疑は、第１表歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。 

 １款議会費、１４ページ、１５ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 ２款総務費、１６ページから２３ページ。 

 戸松議員。 

○６番（戸松恵子君） 総務費の１９ページ、お願いします。 

 物価高騰対策費の１８節の負担金、補助及び交付金、１９ページなのですけれども、

一番下に生活応援プレミアム付商品券発行事業補助金ということで、先ほどの説明で１

万円の券を発行するということだったのですが、１万円が厳しいという家庭もあるの

で、例えばなのですけれども３,０００円とか５,０００円とか、もう少し小額のプレミ

アム付商品券というのは発行できないのでしょうかという質問なのですけれども、これ

はどうなのですか。 

○議長（杉本信一君） 大西商工観光課長。 

○商工観光課長（大西公太君） ただいまの御質問でありますが、今現在、予算におい

て計画しておりますのは、先ほど予算の中で説明がありましたとおり、商品券額面１,

０００円のものを１２枚つづりで１万２,０００円のものを１万円で販売する商品券を

計画しているところでございます。つまりは、プレミアム率２０％のものということで

ございます。 
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 ただいま、御質問では５,０００円等々の低い金額での商品券、この場合のプレミア

ム率を含めてどういった価格になるのかという部分はあろうかと思いますが、今現在検

討しているのは、今回計画させていただいている数字でもって計画させていただいてい

るところでありまして、技術的には５,０００円、６,０００円というもので発行すると

いうこと自体は可能かと思いますが、今現在計画しているのは、今回提案させていただ

いた額となっております。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） ほか、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ３款民生費、２４ページ、２５ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ４款衛生費、２６ページから２９ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ６款農林水産業費、３０ページから３３ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ７款商工費、３４ページ、３５ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ８款土木費、３６ページから４５ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ９款消防費、４６ページから４７ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １０款教育費、４８ページから５９ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １２款公債費、６０ページ、６１ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 次に、２、歳入に入ります。 

 ２款地方譲与税、８ページ、９ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ９款国有提供施設等所在市町村助成交付金、８ページ、９ペー

ジ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １１款地方交付税、８ページ、９ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １３款分担金及び負担金、８ページ、９ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １５款国庫支出金、８ページ、９ページ。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １６款道支出金、９ページから１１ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １７款財産収入、１０ページ、１１ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １８款寄附金、１０ページ、１１ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） １９款繰入金、１０ページ、１１ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ２０款繰越金、１０ページ、１１ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ２１款諸収入、１０ページ、１１ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ２２款町債、１０ページから１３ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 次に、第２表繰越明許費補正、３ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 次に、第３表地方債補正、４ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、議案第１５号の質疑を終わります。 

 次に、議案第１６号令和６年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）の質疑を

行います。 

 質疑は、第１表歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。 

 ２款保険給付費、８ページから１５ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ３款地域支援事業費、１６ページ、１７ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ４款基金積立金、１８ページ、１９ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ６款諸支出金、２０ページ、２１ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 次に、２、歳入に入ります。 

 ４款国庫支出金、６ページ、７ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（杉本信一君） ７款財産収入、６ページ、７ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ８款繰入金、６ページ、７ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） ９款繰越金、６ページ、７ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、議案第１６号の質疑を終わります。 

 次に、議案第１７号令和６年度遠軽町水道事業会計補正予算（第４号）の質疑を行い

ます。 

 質疑は、実施計画、予定キャッシュ・フロー計算書、予定貸借対照表を省略して、補

正予算明細により行います。 

 収益的収入及び支出、６ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 資本的収入及び支出、７ページ、８ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、議案第１７号の質疑を終わります。 

 次に、議案第１８号令和６年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第４号）の質疑を行

います。 

 質疑は、実施計画、予定キャッシュ・フロー計算書、予定貸借対照表を省略して、補

正予算明細により行います。 

 収益的収入及び支出、６ページ、７ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 資本的収入及び支出、８ページ、９ページ。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 質疑なしと認めます。 

 これをもって、議案第１８号の質疑を終わります。 

 以上で、議案４件の質疑を終わります。 

 これより、一括上程しました議案４件を採決いたします。 

 採決は、上程の順により、各案件ごとに行います。 

 これより、議案第１５号令和６年度遠軽町一般会計補正予算（第１２号）を採決いた

します。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１６号令和６年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）を採決い

たします。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１７号令和６年度遠軽町水道事業会計補正予算（第４号）を採決いたし

ます。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第１８号令和６年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第４号）を採決いた

します。 

 本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 説明員入替えのため、暫時休憩とします。 

午後 ２時３５分 休憩 

────────────── 

午後 ２時３６分 再開 

○議長（杉本信一君） 再開します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２５ 議案第１９号から日程第３０ 議案第２４号 

○議長（杉本信一君） 日程第２５ 議案第１９号令和７年度遠軽町一般会計予算、日

程第２６ 議案第２０号令和７年度遠軽町国民健康保険特別会計予算、日程第２７ 議

案第２１号令和７年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算、日程第２８ 議案第２２号

令和７年度遠軽町介護保険特別会計予算、日程第２９ 議案第２３号令和７年度遠軽町

水道事業会計予算、日程第３０ 議案第２４号令和７年度遠軽町下水道事業会計予算、

以上、議案６件は関連がありますので、一括して議題とします。 

 上程の順により、提出者の説明を求めます。 

 今井財政課長。 

○財政課長（今井昌幸君） 議案第１９号令和７年度遠軽町一般会計予算について説明

いたします。 
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 令和７年度遠軽町一般会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ２３６億３,１００万円とするものです。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

り説明いたします。 

 継続費は、「第２表継続費」により説明いたします。 

 債務負担行為は、「第３表債務負担行為」により説明いたします。 

 地方債は、「第４表地方債」により説明いたします。 

 一時借入金は、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による借入れの最高額を２５

億円とするものです。 

 次のページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算の１、歳入から説明いたします。 

 １款町税につきましては、１項町民税９億８,６５０万６,０００円、２項固定資産税

８億３,２２６万６,０００円、３項軽自動車税５,８２０万６,０００円、４項たばこ税

１億４,９０４万８,０００円、５項入湯税２３９万５,０００円、６項都市計画税９,４

１８万３,０００円を合わせ、総額を２１億２,２６０万４,０００円とするものです。 

 ２款地方譲与税につきましては、１項地方揮発油譲与税４,０００万円、２項自動車

重量譲与税１億３,２００万円、３項森林環境譲与税９,４１０万円を合わせ、総額を２

億６,６１０万円とするものです。 

 ３款利子割交付金につきましては、２００万円とするものです。１項同額です。 

 ４款配当割交付金につきましては、７５０万円とするものです。１項同額です。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、１,５００万円とするものです。１項

同額です。 

 ６款法人事業税交付金につきましては、４,４５０万円とするものです。１項同額で

す。 

 ７款地方消費税交付金につきましては、５億５００万円とするものです。１項同額で

す。 

 ８款環境性能割交付金につきましては、２,４００万円とするものです。１項同額で

す。 

 ９款国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、４００万円とするもので

す。１項同額です。 

 １０款地方特例交付金につきましては、７００万円とするものです。１項同額です。 

 １１款地方交付税につきましては、７６億円とするものです。１項同額です。 

 １２款交通安全対策特別交付金につきましては、２００万円とするものです。１項同

額です。 

 １３款分担金及び負担金につきましては、７,５５６万４,０００円とするものです。

１項同額です。 
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 １４款使用料及び手数料につきましては、１項使用料３億４,０７６万８,０００円、

２項手数料４,３３０万５,０００円を合わせ、総額を３億８,４０７万３,０００円とす

るものです。 

 ２ページを御覧ください。 

 １５款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金７億５,０４３万１,０００円、２

項国庫補助金４億４,４５８万３,０００円、３項委託金２,６７８万３,０００円を合わ

せ、総額を１２億２,１７９万７,０００円とするものです。 

 １６款道支出金につきましては、１項道負担金４億５,１７３万４,０００円、２項道

補助金４億３,０８４万円、３項委託金５,０３４万円を合わせ、総額を９億３,２９１

万４,０００円とするものです。 

 １７款財産収入につきましては、１項財産運用収入７,５８９万４,０００円、２項財

産売払収入４,１５８万４,０００円を合わせ、総額を１億１,７４７万８,０００円とす

るものです。 

 １８款寄附金につきましては、２億１,８３０万２,０００円とするものです。１項同

額です。 

 １９款繰入金につきましては、２８億９,６３９万４,０００円とするものです。１項

同額です。 

 ２０款繰越金につきましては、２億円とするものです。１項同額です。 

 ２１款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料６０万２,０００円、２

項町預金利子１０万円、３項貸付金元利収入１,３２２万６,０００円、４項受託事業収

入１,３６０万円、５項雑入１６億９,６７４万６,０００円を合わせ、総額を１７億２,

４２７万４,０００円とするものです。 

 ２２款町債につきましては、５２億６,０５０万円とするものです。１項同額です。 

 これにより、歳入合計を２３６億３,１００万円とするものです。 

 次に、２、歳出について説明いたします。 

 ３ページを御覧ください。 

 １款議会費につきましては、７,７６６万２,０００円とするものです。１項同額で

す。 

 ２款総務費につきましては、１項総務管理費８３億６,８２２万２,０００円、２項徴

税費３,４０８万３,０００円、３項戸籍住民基本台帳費３,５２８万９,０００円、４項

選挙費５,３５４万２,０００円、５項統計調査費１,４７８万６,０００円、６項監査委

員費１９２万６,０００円を合わせ、総額を８５億７８４万８,０００円とするもので

す。 

 ３款民生費につきましては、１項社会福祉費２２億１,２０７万９,０００円、２項児

童福祉費９億６,７１４万８,０００円を合わせ、総額を３１億７,９２２万７,０００円

とするものです。 
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 ４款衛生費につきましては、１項保健衛生費７億２,５４４万５,０００円、２項清掃

費１７億９,１４４万５,０００円を合わせ、総額を２５億１,６８９万円とするもので

す。 

 ５款労働費につきましては、２,４９２万９,０００円とするものです。１項同額で

す。 

 ６款農林水産業費につきましては、１項農業費２億１,７８１万円、２項林業費３億

１,０３２万２,０００円を合わせ、総額を５億２,８１３万２,０００円とするもので

す。 

 ７款商工費につきましては、６億５,８６７万８,０００円とするものです。１項同額

です。 

 ８款土木費につきましては、１項土木管理費６７５万７,０００円、２項道路橋梁費

１２億６８３万４,０００円、３項河川費１億６３２万２,０００円、４項都市計画費

６,９３５万１,０００円、５項下水道費４億７,７３９万１,０００円、６項住宅費１億

４,６１５万５,０００円を合わせ、総額を２０億１,２８１万円とするものです。 

 ９款消防費につきましては、８億７,７１０万３,０００円とするものです。１項同額

です。 

 １０款教育費につきましては、１項教育総務費２億６０４万７,０００円、２項小学

校費９億２,７８５万６,０００円、３項中学校費１億９,９６７万８,０００円、４項学

校給食費２億３,９４６万４,０００円、５項社会教育費３億４,９２５万７,０００円、

４ページを御覧ください。６項保健体育費３億４,４８９万３,０００円を合わせ、総額

を２２億６,７１９万５,０００円とするものです。 

 １１款災害復旧費につきましては、１,０００万円とするものです。１項同額です。 

 １２款公債費につきましては、２９億６,０５２万６,０００円とするものです。１項

同額です。 

 １３款予備費につきましては、１,０００万円とするものです。１項同額です。 

 これにより、歳出合計を２３６億３,１００万円とし、歳入歳出同額とするもので

す。 

 次に、第２表、継続費について説明いたします。 

 ５ページを御覧ください。 

 継続費につきましては、２款総務費１項総務管理費、新庁舎外構工事、総額を１億

３,５００万円、年割額を令和７年度５,５００万円、令和８年度８,０００万円。７款

商工費１項商工費、ロックバレースキー場リフト原動装置更新工事、総額を４,３２６

万３,０００円、年割額を令和７年度２,５７４万円、令和８年度１,７５２万３,０００

円とするものです。 

 次に、第３表、債務負担行為について説明いたします。 

 ６ページを御覧ください。 
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 債務負担行為につきましては、新庁舎電話機購入事業について、期間を令和７年度か

ら令和８年度まで、限度額を２,５６８万５,０００円とするものです。 

 次に、第４表地方債について説明いたします。 

 ７ページを御覧ください。 

 地方債につきましては、新庁舎整備事業から過疎地域持続的発展特別事業まで、限度

額の総額を５２億６,０５０万円とし、起債の方法、利率、償還の方法をそれぞれ記載

のとおりとするものです。 

 主要な工事の概要につきましては、赤番９、工事関係説明資料により担当から説明い

たします。その他の事業につきましては、赤番８、予算概要説明書を御参照願います。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 資料の赤番９、工事関係説明資料の１ページを御覧願いま

す。 

 新庁舎整備事業の位置図であります。 

 既に新庁舎の建設工事が進められている位置となっております。①の実線が建設工

事、②の点線が令和７年度から実施をする外構工事であります。 

 次に、２ページの平面図を御覧願います。 

 ①の建設工事は、令和８年３月１０日までを工期とし、令和７年度末に建設工事が完

成するものであります。また、②の外構工事は、令和８年度の新庁舎供用開始に向け、

令和７年度及び８年度の継続費として２か年で実施するものであり、令和７年度は敷地

造成工、雨水排水設備工及び路盤工を行うものであります。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 太田住民生活課長。 

○住民生活課長（太田貴幸君） 続きまして、３ページを御覧ください。 

 テレビ視聴環境整備事業、生田原難視聴共同受信施設設備更新工事につきまして御説

明いたします。 

 生田原１０９番地４の受信アンテナ設備と生田原１２２番地３の送信アンテナ設備に

つきまして、設置後１５年が経過し経年による劣化が進んでいることから、受信アンテ

ナ設備につきましては地上デジタルヘッドアンプと増幅器を、送信アンテナ設備につき

ましては送信機をそれぞれ更新するものであります。 

 以上で生田原難視聴共同受信施設設備更新工事の説明を終わります。 

 続きまして、小事業名、生活安全灯管理事業の遠軽地域生活安全灯改修工事につきま

して御説明いたします。 

 ４ページを御覧ください。 

 西町１丁目の生活安全灯１３基を水銀灯からＬＥＤ灯に支柱とも改修するものです。 

 続きまして、５ページから７ページを御覧ください。 
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 ５ページにつきましては、１条通北５丁目の東小学校及び遠軽中学校周辺、６ペー

ジ、南町３丁目の南小学校周辺及び７ページ、東町５丁目の南中学校周辺の生活安全灯

２２基につきましては、支柱の経年劣化による更新をするものです。 

 続きまして、８ページを御覧ください。 

 西町２丁目の旧遠軽小学校周辺の生活安全灯４基を水銀灯からＬＥＤ灯に支柱とも改

修するものです。 

 続きまして、白滝地域生活安全灯改修工事につきまして御説明いたします。 

 ９ページを御覧ください。 

 北支湧別から支湧別の生活安全灯２５基を水銀灯からＬＥＤ灯に改修するものです。 

 こちらの資料につきましては、４ページから９ページ、凡例に出ていますとおり、黒

丸のところが設置の予定箇所となっております。 

 以上で、遠軽地域生活安全灯改修工事及び白滝地域生活安全灯改修工事の説明を終わ

ります。 

○議長（杉本信一君） 加藤丸瀬布総合支所長。 

○丸瀬布総合支所長（加藤政勝君） 続きまして、１０ページを御覧ください。 

 歯科診療所運営事業、丸瀬布歯科診療所整備事業の位置図でございます。 

 丸瀬布クリニック入り口に隣接しております旧新町定住６号団地２１棟、この地図で

は四角い枠の場所になります。丸瀬布歯科診療所の老朽化に伴いまして、旧新町定住６

号団地２１棟を解体した後に丸瀬布歯科診療所を建設する予定となっております。 

 令和７年度につきましては、この旧新町定住６号団地２１棟の解体工事と丸瀬布歯科

診療所建設工事に向けまして、実施設計業務を行うこととなっております。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 水野白滝総合支所参事。 

○白滝総合支所参事（水野 徹君） 続きまして、資料１１ページをお開き願います。 

 白滝支湧別地区営農飲雑用水整備工事の位置図でありますが、今年度に引き続き、内

径７５ミリの高密度ポリエチレン管による配水管の埋設を予定しております。 

 整備区間につきましては、道道５５８号白滝原野白滝停車場線を推進工にて２４メー

トル横断しまして、続いて町道上白滝支湧別線を通常の開削工にて１１０メートル、総

延長が１３４メートルを施行するものです。 

 なお、この整備工事につきましては、令和７年度で終了となります。 

 説明は以上となります。 

○議長（杉本信一君） 倉内丸瀬布総合支所参事。 

○丸瀬布総合支所参事（倉内健一君） 続きまして、１２ページをお開き願います。 

 小規模治山事業、平和山公園小規模治山工事に係る位置図でございます。 

 当該箇所は、町道東町山手線に面した法面であり、山腹からの落石等防止のため、山

腹の法面改修を実施するものです。延長２００メートル、面積２,８００平方メートル
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となっております。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 米谷建設課長。 

○建設課長（米谷克美君） 続きまして、１３ページを御覧願います。 

 道路橋梁維持事業、橋梁長寿命化工事、遠軽地区になります。瀬戸瀬川向道路岩見橋

長寿命化工事ですが、岩見橋は橋長４１.５メートル、幅員３.７メートルの湧別川に架

かるＰＣ橋で、架設年１９６５年（昭和４０年）で６０年経過しております。現況は主

桁及び地覆にひび割れや剝離が目立ち、伸縮装置の漏水、防護柵の破断などが著しいこ

とから、ひび割れ補修、断面修復、防護柵の取替えなどを実施するものです。 

 次のページに移りまして、生田原地域、青木沢線青木沢１号橋長寿命化工事ですが、

青木沢１号橋は橋長２.８メートル、幅員６.０メートルの青木沢川に設置されたボック

スカルバートで、設置年１９７５年（昭和５０年）で５０年経過しております。現況

は、下流吐き出し部の河床洗堀、断面破損が著しいことから、断面修復、根固めブロッ

クによる護岸工を実施する予定です。 

 次、ページをめくりまして、白滝地域になります。①の下白滝南丸瀬布線つつじ橋長

寿命化工事ですが、つつじ橋は橋長４０.６メートル、幅員７.２メートルの湧別川に架

かるＰＣ橋で、架設年１９９１年（平成３年）で３４年経過しております。現況は、護

岸の破損が著しく、伸縮装置の漏水、防護柵の破損などがありまして、護岸工、伸縮装

置及び防護柵の補修などを実施するものです。 

 次のページに移りまして、丸瀬布地域になります。西町線排水流末改修工事ですが、

①番、図面左になります。西町線の排水流末は、丸瀬布川に放水していますが、半円管

のコルゲート側溝が経年劣化により破損し、天然河畔を洗堀したことにより、排水施設

が崩壊したものです。周囲に住宅もあることから、排水流末工及び護岸改修をするもの

です。 

 次にページをめくりまして、道路新設改良事業です。遠軽地域、①、図面左側になり

ます。南ヶ丘３条通道路改良舗装工事ですが、現況は未改良舗装道路であり、凍上によ

る路面の損傷や水たまり等が著しく、補修では対応できない状況であることから、延長

７０メートル、幅員５.５メートルの改良舗装を実施するものです。 

 次に、②１条通歩道整備工事ですが、新庁舎建設に伴い、新庁舎周辺の歩行者等の安

全を確保するため、延長１７７メートル、歩道幅２.５メートルの歩道を新設及び改修

するものです。 

 次に、③太田団地３条通ほか道路改良舗装工事ですが、現況は未改良道路であり、凍

上による路面の損傷や水たまり等が著しく、補修では対応できない状況であることか

ら、延長１２９メートル、幅員５.５メートルの改良舗装を実施するものです。 

 次に、ページをめくりまして、丸瀬布地域です。①水谷環状線道路改良舗装工事です

が、現況は未改良道路で、凍上による路面の損傷や水たまりが著しく、補修では対応で
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きない状況であることから、延長９６メートル、幅員５.５メートル、歩道幅２.０メー

トルの改良舗装を実施するものです。 

 次に、ページをめくりまして、生田原地域になります。①安国源線舗装新設工事です

が、高規格道路の整備に伴い、国道２４２号から新国道２４２号までの歩車道の舗装を

実施するものです。延長８７メートル、幅員７.５メートル、歩道幅員２.０メートルの

工事となります。 

 次に、河川管理事業になります。 

 ページをめくりまして、位置図①佐竹川河川改修工事ですが、現況は大雨等による天

然河畔の浸食が著しく、道路に支障を来すおそれがあることから護岸整備、延長９５

メートルを実施するものです。 

 次に、②丸大川河川改修工事ですが、現況は太陽の丘えんがる公園のひょうたん池に

土砂が流出し、池としての機能及び美観を損なうことから、土砂流出対策を含めた護岸

整備及び落差工の整備を実施するものです。 

 次にページをめくりまして、遠軽地域の公園緑地管理事業になります。 

 ①太陽の丘えんがる公園照明施設改修工事ですが、太陽の丘えんがる公園（瞰望岩

下）になります。公園灯１２基、１４灯のＬＥＤ化整備を実施するものです。 

 続きまして、②太陽の丘えんがる公園休養施設設置工事ですが、丸瀬布ふるさと公園

の用途廃止が予定されていますことから、園内にある施設を有効活用するもので、あず

まや１基の移設を実施するものです。 

 次に、③せせらぎ広場休養施設改修工事ですが、現況は、既設あずまやに設置されて

いるテーブル及びベンチが老朽化により破損し、危険な状態であることから、テーブル

及びベンチの改修を実施するものです。 

 次に、ページをめくりまして、町営住宅建設事業になります。 

 遠軽地域の町営住宅建設事業です。①川岸団地公営住宅長寿命化改修工事は、遠軽町

住生活基本計画及び町営住宅長寿命化計画に基づき、老朽化した町営住宅の長寿命化改

修工事を行うもので、平成８年度建設、築２９年の簡易耐火構造２階建て１棟８戸の改

修で、外壁及び屋根の塗装、換気フードなどの外部改修を実施するものです。 

 次に、②瀬戸瀬団地公営住宅解体工事は、遠軽町住生活基本計画及び町営住宅長寿命

化計画に基づき、老朽化が著しい家屋から解体撤去するもので、昭和５６年度建設、築

４４年簡易耐火構造平屋建て２棟４戸の周辺施設等の解体を実施するものです。 

 次にページをめくりまして、生田原地域になります。①北区団地公営住宅解体工事

は、遠軽町住生活基本計画及び町営住宅長寿命化計画に基づき、老朽化が著しい家屋か

ら解体撤去するもので、昭和４６年度建設、築５４年の簡易耐火構造平屋建て２棟８戸

及び周辺施設等の解体を実施するものです。 

 次にページをめくりまして、生田原地域になります。①共進団地公営住宅解体工事

は、遠軽町住生活基本計画及び町営住宅長寿命化計画に基づき、老朽化が著しい家屋か
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ら解体撤去するもので、昭和６３年度建設、築３７年の木造平屋建て１棟２戸及び周辺

施設等の解体を実施するものです。 

 次に、②栄行団地公営住宅解体工事ですが、遠軽町住生活基本計画及び町営住宅長寿

命化計画に基づき、老朽化が著しい家屋から解体撤去するもので、昭和５５年度建設、

築４５年の簡易耐火構造平屋建て１棟４戸及び周辺施設等の解体を実施するものです。 

 次に、丸瀬布地域町営住宅建設工事になります。①若葉団地公営住宅長寿命化工事

は、遠軽町住生活基本計画及び町営住宅長寿命化計画に基づき、老朽化した町営住宅の

長寿命化工事を行うもので、平成５年度建設、築３２年の木造平屋建て２棟４戸の改修

で、外壁及び屋根の塗装、換気フードなどの外部改修を実施するものです。 

 次に、②水谷団地公営住宅解体工事は、遠軽町住生活基本計画及び町営住宅長寿命化

計画に基づき、老朽化が著しい家屋から解体撤去するもので、昭和４７年度建設、築５

３年の簡易耐火構造平屋建て１棟４戸及び周辺施設等の解体を実施するものです。 

 次にページをめくりまして、白滝地域になります。①の西区第２団地公営住宅長寿命

化改修工事は、遠軽町住生活基本計画及び町営住宅長寿命化計画に基づき、老朽化が著

しい家屋から解体撤去するもので、平成５年度建設、築３２年の木造平屋建て２棟４戸

の改修で、外壁及び屋根の塗装、換気フードなどの外部改修を実施するものです。 

 次に、②西区団地公営住宅解体工事は、遠軽町住生活基本計画及び町営住宅長寿命化

計画に基づき、老朽化が著しい家屋から解体撤去するもので、昭和６０年度建設、築４

０年の木造平屋建て１棟２戸及び周辺施設等の解体を実施するものです。 

 以上で、建設課所管の工事の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 西総務課長。 

○総務課長（西 聡君） 続きまして、２７ページを御覧願います。 

 小学校建設事業の遠軽小学校大規模改修工事に関わる位置図となってございます。 

 次のページ、２８ページを御覧ください。 

 ２８ページは、遠軽小学校１階部分の平面図となっております。 

 この工事は令和７年度と８年度の２か年計画でございますが、令和７年度の工事につ

きましては、校舎棟及び屋体棟の改修となり、主な工事の内容といたしましては、建築

主体は、校舎棟は屋上防水改修、外壁、建具、内部改修で、屋体棟は建具、内部改修を

計画しております。機械設備としては、校舎棟はエアコン設置、換気設備工事、屋体棟

は暖房機器更新を計画しております。電気設備といたしましては、校舎棟は照明器具の

ＬＥＤ化、情報配線工事、屋体棟は照明器具のＬＥＤ化を計画しております。 

 次のページ、２９ページを御覧願います。 

 こちらは平面図②といたしまして、校舎の２階部分でございます。 

 次のページ、３０ページの平面図③は、３階部分となってございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 中南社会教育課長。 
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○社会教育課長（中南秀隆君） 続きまして、３１ページを御覧願います。 

 公民館管理運営事業の芸術文化交流プラザ無電柱化工事に関わる位置図でございま

す。 

 次のページ、平面図を御覧ください。 

 芸術文化交流プラザ無電柱化工事について説明いたします。 

 本工事につきましては、北海道が防災機能の向上等を目的に実施している道道遠軽停

車場線の無電柱化事業に合わせ、近接する町施設メトロプラザについても同様に防災機

能の向上を目的とし、施設柱の無電柱化を実施する工事でございます。 

 主な工事内容としまして、令和７年度にケーブルの外灯管、地上機器の整備を行い、

令和８年度にケーブル入線、機器の移設、既設柱の撤去を予定するものでございます。 

 続きまして、３３ページを御覧願います。 

 球技場管理運営事業のえんがる球場大規模改修事業に関わる位置図でございます。 

 えんがる球場大規模改修事業について説明いたします。 

 本事業は、平成８年建設から２８年以上が経過しているえんがる球場施設全体の老朽

化が進んでいる状況であることから、大規模改修工事を行うための実設計業務を実施す

るものであります。 

 主な事業内容として、施設全体の耐久性の調査をはじめ、ナイター設備や施設全体の

照明機器のＬＥＤ化、バックスクリーン表示板の改修並びに関連する操作システムの更

新、内野席ベンチ交換など、大規模改修に向け調査及び設計等を行うこととしておりま

す。 

 続きまして、３４ページを御覧願います。 

 球技場管理運営事業、テニスコート管理運営事業、多目的広場管理運営事業のスポー

ツ公園照明施設改修工事に関わる位置図でございます。 

 次のページの平面図を御覧ください。 

 スポーツ公園照明施設改修工事について説明いたします。 

 本工事は、ソフトボール球場、えんがるテニスコート、えんがる多目的広場に係る照

明施設ＬＥＤ化の改修となります。 

 主な工事内容は、平面図①ソフトボール球場がナイター照明３２台、本部席・ダグア

ウトの照明機器一式の改修。②えんがるテニスコートがナイター照明３２台、外灯５

台、管理棟照明器具一式の改修。③えんがる多目的広場が園内外灯７台、駐車場外灯８

台の改修を行うものであります。 

 以上で、説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 太田住民生活課長。 

○住民生活課長（太田貴幸君） 続きまして、議案第２０号令和７年度遠軽町国民健康

保険特別会計予算について御説明いたします。 

 赤番６、令和７年度遠軽町一般会計予算、遠軽町特別会計予算の令和７年度遠軽町国
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民健康保険特別会計予算、中表紙の次ページを御覧ください。 

 第１条は、令和７年度遠軽町国民健康保険特別会計予算につきまして、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２０億９,９３０万円と定めるもので、同条第２項は、歳入

歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につきましては、「第１表歳入歳出予

算」によるものとします。 

 第２条は、一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借入額の最高額を１億円と定めるものです。 

 歳入歳出予算の各款項の区分ごとの金額を、「第１表歳入歳出予算」により御説明を

いたします。 

 １ページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算の１、歳入から御説明いたします。 

 １款国民健康保険税につきましては、２億９,４８３万３,０００円とするものです。

１項同額です。 

 ２款使用料及び手数料につきましては、９万８,０００円とするものです。１項同額

です。 

 ３款道支出金につきましては、１５億１,０９５万５,０００円とするものです。１項

同額です。 

 ４款財産収入につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。 

 ５款繰入金につきましては、２億９,３１０万１,０００円とするものです。１項同額

です。 

 ６款繰越金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。 

 ７款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料３０万４,０００円、２項

受託事業収入１,０００円、３項雑入６,０００円を合わせ、３１万１,０００円とする

ものです。 

 これにより、歳入合計を２０億９,９３０万円とするものです。 

 次に、２、歳出について御説明いたします。 

 次のページをお開き願います。 

 １款総務費につきましては、１項総務管理費３,６６２万８,０００円、２項徴税費１

８３万８,０００円、３項運営協議会費２６万５,０００円、４項特別対策事業費１,６

１６万９,０００円を合わせ、５,４９０万円とするものです。 

 ２款保険給付費につきましては、１４億７,５９６万４,０００円とするもので、１項

同額です。 

 ３款国民健康保険事業費納付金につきましては、１項医療給付費分３億９,７２３万

９,０００円、２項後期高齢者支援金等分１億１,００３万４,０００円、３項介護納付

金等分３,６４３万円を合わせ、５億４,３７０万３,０００円とするものです。 

 ４款財政安定化基金拠出金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額
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です。 

 ５款保健事業費につきましては、１項保健事業費２８５万９,０００円、２項特別健

康診査等事業費１,９６５万３,０００円を合わせ、２,２５１万２,０００円とするもの

です。 

 ６款公債費につきましては、２万５,０００円とするものです。１項同額です。 

 ７款諸支出金につきましては、２０９万５,０００円とするものです。１項同額で

す。 

 ８款予備費につきましては、１０万円とするものです。１項同額です。 

 これにより、歳出合計を２０億９,９３０万円とし、歳入歳出同額とするものです。 

 なお、予算の概要につきましては、赤番８、予算概要説明書２９７ページを御参照願

います。 

 以上で、議案第２０号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第２１号令和７年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算について御

説明いたします。 

 続いて、赤番６の令和７年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算、中表紙の次ページ

を御参照願います。 

 第１条は、令和７年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算につきまして、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ４億１,６７２万９,０００円と定めるもので、同条第２項は、歳入

歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につきましては、「第１表歳入歳出予

算」によるものとします。 

 歳入歳出予算の款項の区分ごとの金額を、「第１表歳入歳出予算」により御説明いた

します。 

 １ページをお開き願います。 

 第１表、歳入歳出予算の１、歳入から御説明いたします。 

 １款後期高齢者医療保険料につきましては、２億９,９０８万３,０００円とするもの

です。１項同額です。 

 ２款使用料及び手数料につきましては、１万円とするものです。１項同額です。 

 ３款広域連合交付金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。 

 ４款繰入金につきましては、１億１,７６２万８,０００円とするものです。１項同額

です。 

 ５款繰越金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。 

 ６款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料２,０００円、２項償還金

及び還付加算金２,０００円、３項雑入２,０００円を合わせ、６,０００円とするもの

です。 

 これにより、歳入合計を４億１,６７２万９,０００円とするものです。 

 次に、２、歳出について御説明いたします。 
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 次のページをお開き願います。 

 １款総務費につきましては、１項総務管理費１９９万１,０００円、２項徴収費２８

万１,０００円を合わせ、２２７万２,０００円とするものです。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、４億１,４０３万２,０００円と

するものです。１項同額です。 

 ３款諸支出金につきましては、３２万５,０００円とするものです。１項同額です。 

 ４款予備費につきましては、１０万円とするものです。１項同額です。 

 これにより、歳出合計を４億１,６７２万９,０００円とし、歳入歳出同額とするもの

です。 

 なお、予算の概要につきましては、赤番８、予算概要説明書３００ページを御参照願

います。 

 以上で、議案第２１号の説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） １５時３０分まで休憩といたします。 

午後 ３時２１分 休憩 

────────────── 

午後 ３時２８分 再開 

○議長（杉本信一君） 再開します。 

 岩井保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岩井誠志君） 議案第２２号令和７年度遠軽町介護保険特別会計予算

について御説明いたします。 

 令和７年度遠軽町介護保険特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２１億２,２４１万円と定めるものです。 

 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

り御説明いたします。 

 一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入

金の最高額を５,０００万円と定めるものです。 

 歳出予算の流用につきましては、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定によ

り、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、保険給付費の各項に

計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内での各項の間の流用とするもの

です。 

 次のページをお開き願います。 

 予算書の１ページ、第１表、歳入歳出予算の１、歳入から御説明いたします。 

 １款介護保険料につきましては、３億７,５４６万６,０００円とするものです。１項

同額です。 

 ２款分担金及び負担金につきましては、９００万７,０００円とするものです。１項

同額です。 
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 ３款使用料及び手数料につきましては、４８２万４,０００円とするものです。１項

同額です。 

 ４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金３億４,６２１万７,０００円、２項

国庫補助金１億９,３５１万６,０００円、合わせて総額を５億３,９７３万３,０００円

とするものです。 

 ５款支払基金交付金につきましては、５億４,０２０万３,０００円とするものです。

１項同額です。 

 ６款道支出金につきましては、１項道負担金２億８,５５９万４,０００円、２項道補

助金１,７０５万１,０００円を合わせ、総額を３億２６４万５,０００円とするもので

す。 

 ７款財産収入につきましては、３１万６,０００円とするものです。１項同額です。 

 ８款繰入金につきましては、１項一般会計繰入金３億３,９２９万２,０００円、２項

基金繰入金１,０９１万９,０００円を合わせ、総額を３億５,０２１万１,０００円とす

るものです。 

 ９款繰越金につきましては、１,０００円とするものです。１項同額です。 

 １０款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料１,０００円、２項雑入

３,０００円を合わせ、総額を４,０００円とするものです。 

 これにより、歳入合計を２１億２,２４１万円とするものです。 

 次に、２、歳出について御説明いたします。 

 次のページをお開き願います。 

 １款総務費につきましては、１項総務管理費１,４１１万５,０００円、２項徴収費７

８万２,０００円、３項介護認定諸費２,６０４万円を合わせ、総額を４,０９３万７,０

００円とするものです。 

 ２款保険給付費につきましては、１項介護サービス等諸費１８億１,６５５万９,００

０円、２項高額介護サービス等費４,９６５万４,０００円、３項高額医療合算介護サー

ビス等費４９４万５,０００円、４項特定入所者介護サービス等費７,１４１万７,００

０円、５項その他諸費１４７万円を合わせ、総額を１９億４,４０４万５,０００円とす

るものです。 

 ３款地域支援事業費につきましては、１項介護予防・生活支援サービス事業費６,２

７７万６,０００円、２項一般介護予防事業費９８３万４,０００円、３項包括的支援・

任意事業費６,３７７万９,０００円、４項その他諸費２０万円を合わせ、総額を１億

３,６５８万９,０００円とするものです。 

 ４款基金積立金につきましては、３１万６,０００円とするものです。１項同額で

す。 

 ５款公債費につきましては、１万３,０００円とするものです。１項同額です。 

 ６款諸支出金につきましては、４１万円とするものです。１項同額です。 
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 ７款予備費につきましては、１０万円とするものです。１項同額です。 

 これにより、歳出合計を２１億２,２４１万円とし、歳入歳出同額とするものです。 

 なお、事業の内容につきましては、赤番８、令和７年度遠軽町予算に関する資料、予

算概要説明書３０１ページを御参照願います。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（杉本信一君） 大川水道課長。 

○水道課長（大川寿雄君） 続きまして、議案第２３号令和７年度遠軽町水道事業会計

予算について説明いたします。 

 赤番７、遠軽町企業会計予算書の１ページをお開き願います。 

 令和７年度遠軽町水道事業会計の第２条、業務の予定量につきましては、給水戸数を

８,８５１戸、年間給水量を１６１万５,８７２立方メートル、１日平均給水量を４,４

２７立方メートル、主要な建設改良事業を配水管等整備事業とするものです。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額の収入につきましては、第１款水道事業収益は

第１項営業収益４億７,２５８万８,０００円、第２項営業外収益１億４,８５６万６,０

００円を合わせ、総額を６億２,１１５万４,０００円とするものです。 

 支出につきましては、第１款水道事業費用は、第１項営業費用６億４,７９１万３,０

００円、第２項営業外費用３,４４１万５,０００円、第３項予備費２００万円を合わ

せ、総額を６億８,４３２万８,０００円とするものです。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額の収入につきましては、第１款資本的収入は、

第１項企業債９,１２０万円、第２項他会計出資金２,５００万円、第３項他会計補助金

５,４１８万４,０００円、第４項工事負担金４,６３０万円、第５項分担金１０万円を

合わせ、総額を２億１,６７８万４,０００円とするものです。 

 支出につきましては、第１款資本的支出は、第１項建設改良費２億３,８８１万円、

第２項企業債償還金１億８,５３３万円を合わせ、総額を４億２,４１４万円とするもの

です。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億７３５万６,０００円につきま

しては、過年度分損益勘定留保資金ほか記載の財源で補塡するものです。 

 次のページをお開き願います。 

 第５条、企業債につきましては、水道整備事業の限度額を９,１２０万円とし、起債

の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりとするものです。 

 第６条、一時借入金につきましては、３億円を限度額と定めるものです。 

 第７条から第１０条までは、予定支出の各項の経費の金額の流用、議会の議決を経な

ければ流用することのできない経費、他会計からの補助金、たな卸資産の購入限度額に

関して、それぞれ記載のとおり定めるものでございます。 

 次に、主な事業について説明いたします。 

 赤番９、令和７年度遠軽町予算に関する資料、工事関係説明資料の３６ページをお開
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き願います。 

 水道事業、遠軽地域の位置図です。 

 番号①から④は、清川浄水場機器更新工事です。 

 ①清川浄水場送水管仕切弁設置工事は、太陽の丘及び豊里配水池に送水するための浄

水場内送水ポンプを整備、交換するに当たり、ポンプ吐出管直前に仕切弁が必要なた

め、それぞれに不断水工法により仕切弁を設置するものです。 

 ②清川浄水場照明設備改修工事は、清川浄水場２階の劣化の著しいろ過池棟の蛍光灯

照明器具合計５０台をＬＥＤ照明に交換改修するものです。 

 ③清川浄水場フロキュレーター減速機更新工事は、平成２７年度に設置した原水に含

まれる浮遊物を沈みやすい大きな塊（フロック）にするためのフロキュレーター（緩速

攪拌装置）６台のうち３台の減速機部、フロキュレーター減速機３台を更新するもので

す。 

 ④清川浄水場残留塩素計更新工事は、平成１０年度に設置した浄水処理工程を連続監

視するろ過水無試薬式残留塩素計１台を更新するものです。工事施工箇所は、３７ペー

ジと３８ページになります。それぞれ番号で示した箇所にある設備を更新します。 

 ３６ページにお戻り願います。 

 ⑤国道２４２号（南町３丁目）水道管布設替工事は、下水道工事に合わせ、ツルハド

ラッグ遠軽南町店前からパーラーＤＡＩＧＯＲＯ Ｖ遠軽店取付道路手前まで、国道２

４２号の歩道内に平成７年度設置の既設の配水管、硬質塩化ビニール管を耐震性に富む

高密度ポリエチレン管に布設替えするもので、管径１５０ミリ、延長１１０メートルで

す。 

 ⑥南ヶ丘３条通水道管布設替工事は、道路改良工事に合わせ、南ヶ丘４号通との交差

点から南町３丁目１１号通との交差点まで、昭和６２年度設置の既設の配水管、硬質塩

化ビニール管を耐震性に富む高密度ポリエチレン管に布設替えするもので、管径７５ミ

リ、延長は９０メートルです。 

 ⑦道道遠軽停車場線水道管布設替工事は、昨年度からの継続事業である北海道の電線

地中化事業に伴い、中通との交差点から岩見通との交差点まで、支障となる昭和６１年

度設置の既設の配水管、硬質塩化ビニール管を耐震性に富む高密度ポリエチレン管に布

設替えするもので、管径１５０ミリは延長３３メートル、管径７５ミリは延長５３メー

トル、北海道の補償により事業を進めるものです。 

 ⑧太田団地水道管布設替工事は、道路改良工事及び下水道雨水管整備工事に合わせ、

太田団地２条通と太田団地３条通の交点より国道側まで、平成１２年度設置の既設の配

水管、硬質塩化ビニール管を耐震性に富む高密度ポリエチレン管に布設替えするもの

で、管径５０ミリ、延長は７５メートルです。 

 次に３９ページをお開き願います。 

 生田原地域の位置図です。 
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 ①安国浄水場取水井戸ポンプ更新工事は、定期的な更新を必要とする平成２７年度に

設置した浄水場取水深井戸用水中ポンプ１台を更新するものです。工事施工箇所は、４

０ページになります。番号で示した箇所にある設備を更新します。 

 ②生田原水穂水道管移設工事は、北海道開発局の高規格道路事業に伴い、支障となる

配水管を移設する工事で、大和生野線と高規格道路とが交差するボックスカルバート内

に配水管を移設します。移設に先立ち、昭和５０年度設置の既設管を撤去した後、ボッ

クス造成の邪魔にならない場所に仮設配水管として管径１００ミリの高密度ポリエチレ

ン管を延長７４メートル設置、ボックス造成と同時にボックス内に本設水道配水管とし

て管径１００ミリの高密度ポリエチレン管を延長７９メートル再設置するもので、北海

道開発局の補償により事業を進めるものです。 

 ③国道３３３号（生田原安国）水道管布設替工事は、国道３３３号と大和生野線の交

差点から６０メートル程度安国市街地寄りに位置する国道３３３号の横断部水道管が、

漏水により一部、区間断水しております。市街地の水道管がループ化されていない状態

となっているため、復旧する必要があり、つきましては昭和５０年度設置の既設の配水

管、硬質塩化ビニール管及び国道横断部の配管用炭素鋼鋼管を耐震性に富む高密度ポリ

エチレン管に布設替えする工事で、管径１００ミリ、延長は５０メートルです。 

 ④生田原安国水道管仮設工事は、遠軽北見道路生田原道路工事に伴い、来年度の安国

学園線に設置されているボックスカルバート造成に先立ち、平成３年度設置の既設配水

管を撤去し、造成の邪魔にならない場所に仮設のポリエチレン管を設置する工事で、管

径５０ミリ、延長は６８メートル、北海道開発局の補償により事業を進めるものです。 

 次に、４１ページをお開き願います。 

 丸瀬布地域の位置図です。 

 ①水谷環状線水道管布設替工事は、道路改良工事に合わせ、昭和５８年度設置の既設

の配水管、硬質塩化ビニール管を耐震性に富む高密度ポリエチレン管に布設替えするも

ので、管径５０ミリ、延長は水谷団地側から、最長２０４メートルとし、道路改良工事

の進捗に合わせ、延長を調整する予定となっております。 

 ②丸瀬布木芸館周辺水道管移設工事は、株式会社ヤマハミュージッククラフト北海道

の工場の一部移転に伴い、支障となる既設の昭和５７年度設置の硬質塩化ビニール管を

丸瀬布ふるさと公園敷地から木芸館前面駐車場内に、また防火水槽までの水道管の一部

を別ルートに耐震性に富む高密度ポリエチレン管等に布設替えするもので、管径７５ミ

リ、延長は１００メートル、ポリエチレン管については、管径４０ミリ、延長５０メー

トル、一般会計繰入金の充当により事業を進めるものです。 

 次に、４２ページを御覧願います。 

 白滝地域の位置図です。 

 ①白滝浄水場取水井戸ポンプ増下げ工事は、令和２年度より井戸水を原水として運用

している白滝浄水場ですが、揚水量が運用当初より下がっており、給水に支障を来して
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いるため、揚水量の低下改善を目的として、令和元年度に設置した取水井戸ポンプの位

置を２０メートル増下げするものです。工事施工箇所は、４３ページになります。図で

示した場所にあるところが施工箇所となっております。 

 なお、予算の詳細につきましては、赤番８、令和７年度遠軽町予算に関する資料、予

算概要説明書３０３ページと３０４ページを御参照願います。 

 以上で、議案第２３号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第２４号遠軽町下水道事業会計予算について説明いたします。 

 赤番７、遠軽町企業会計予算書の２５ページをお開き願います。 

 令和７年度遠軽町下水道事業会計予算の第２条、業務の予定量につきましては、排水

戸数を７,００７戸、年間有収水量を１３１万２,４８０立方メートル、１日平均有収水

量を３,５９６立方メートル、主要な建設改良事業を公共下水道管渠整備事業、処理場

整備事業及び個別排水処理施設整備事業とするものです。 

 第３条、収益的収入及び支出につきましては、第１款下水道事業収益は第１項営業収

益３億８,０７５万５,０００円、第２項営業外収益６億５,６５５万１,０００円を合わ

せまして、１０億３,７３０万６,０００円とするものです。 

 支出につきましては、第１款下水道事業費用は、第１項営業費用９億６,５７０万

円、第２項営業外費用５,０７８万２,０００円、第３項予備費２００万円を合わせ、総

額を１０億１,８４８万２,０００円とするものです。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額の収入につきましては、第１款資本的収入は第

１項企業債１億８,６３０万円、第２項国庫補助金１億３,６３５万円、第３項他会計補

助金４,０３８万４,０００円、第４項分担金及び負担金２３７万４,０００円を合わせ

て、総額を３億６,５４０万８,０００円とするものです。 

 支出につきましては、第１款資本的支出は、第１項建設改良費３億４,０２７万円、

第２項企業債償還金３億８,８４３万５,０００円を合わせ、総額を７億２,８７０万５,

０００円とするものです。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額３億６,３２９万７,０００円につき

ましては、過年度分損益勘定留保資金ほか記載の財源で補塡するものです。 

 ２６ページをお開き願います。 

 第５条、継続費につきましては、１款資本的支出１項建設改良費、遠軽下水処理セン

ター消毒設備更新事業を総額３,２００万円、年割額は令和７年度２,７００万円、令和

８年度５００万円とし、遠軽下水処理センター電気設備更新工事は、総額を１億１,４

００万円、年割額は令和７年度４,２００万円、令和８年度７,２００万円とするもので

す。 

 第６条、債務負担行為につきましては、令和７年度融資分の水洗化等工事資金利子補

給及び個別排水処理施設水洗化等工事資金利子補給の期間を令和７年度から令和１２年

度までとし、限度額を借入期間中における融資残高に対する利子相当額とするもので
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す。 

 第７条、企業債につきましては、下水道整備事業の限度額を１億８,６３０万円、起

債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりとするものです。 

 第８条、一時借入金につきましては、４億円を限度額と定めるものです。 

 第９条から第１１条までは、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、

他会計からの補助金、利益剰余金の処分について、それぞれ記載のとおり定めるもので

ございます。 

 次に、主な事業について説明いたします。 

 赤番９、令和７年度遠軽町予算に関する資料、工事関係説明資料の４４ページをお開

き願います。 

 下水道事業の工事位置図です。 

 ①国道２４２号（寿町）公共下水道工事は、住民からの要望があり、国道２４２号沿

い寿町高橋様地先前から豊里４１号道路、前島様地先までの間の未普及解消を進める管

渠整備で、汚水管、管径１５０ミリ、延長９１メートルを布設するものです。 

 ②国道２４２号（南町３丁目）公共下水道工事は、住民からの要望があり、ツルハド

ラッグ遠軽南町店前からパーラーＤＡＩＧＯＲＯ Ｖ遠軽店取付道路手前までの間の未

普及解消を進める管渠整備で、汚水管、管径１５０ミリ、延長１１０メートルを布設す

るものです。 

 ③太田団地３条通ほか公共下水道工事は、国道２４２号太田団地入り口から太田団地

２条通と太田団地３号通との交差点を通過し、太田団地２条通を国道方面に浸水対策を

進める管渠整備で、雨水管、管径１,２００ミリ、延長１２０メートルを布設するもの

で、過年度からの継続事業となっており、最終的には、道道遠軽雄武線を横断した先の

低地となっている住宅地の浸水被害を解消することを目標としております。 

 ④遠軽下水処理センター消毒設備更新工事は、下水道ストックマネジメント契約に基

づき、平成９年度に設置したナンバー２次亜塩貯留タンク１基と次亜塩注入ポンプ２台

を更新するもので、令和７年度から令和８年度までの継続費として実施するものです。

令和７年度につきましては、機器の製作、令和８年度にタンク及びポンプの据付け、配

管工事を予定をしております。 

 ⑤遠軽下水処理センター電気設備更新工事は、ただいま説明しました消毒設備更新工

事に付随する電気設備更新工事で、注入ポンプの仕様が変更となったことから、併せて

平成２７年度に設置した現場制御盤を更新するもので、この工事につきましても同様

に、令和７年度から令和８年度までの継続費として実施するものです。令和７年度につ

きましては、現場制御盤の製作、令和８年度に機器据付け、制御装置切替えに係る工事

の実施を予定しております。 

 ４５ページと４６ページを御覧願います。 

 ただいま説明した更新工事の施工箇所であります。四角で囲った箇所にある設備を更
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新いたします。 

 次に４７ページをお開き願います。 

 丸瀬布地域の位置図になります。 

 ①丸瀬布西町第２マンホールポンプ所更新工事は、平成１８年に設置したマンホール

ポンプ２台を更新するものです。四角で囲った箇所にあるマンホールポンプを更新しま

す。 

 なお、予算の詳細につきましては、赤番８、令和７年度遠軽町予算に関する資料、予

算概要説明書３０５ページと３０６ページを御参照願います。 

 以上で、議案第２４号の説明を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎予算審査特別委員会設置の議決 

○議長（杉本信一君） お諮りします。 

 令和７年度各会計予算６件につきましては、議長を除く全議員による予算審査特別委

員会を設置し、その委員会に付託し、会期中の審査とすることにしたいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉本信一君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議長を除く全議員による予算審査特別委員会を設置し、この委員会に付

託し、会期中の審査とすることに決定しました。 

 暫時休憩します。 

午後 ３時５４分 休憩 

────────────── 

午後 ４時１８分 再開 

○議長（杉本信一君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 休憩中に予算審査特別委員会が開催され、委員長に今村議員、副委員長に阿部議員が

選出されましたので、御報告いたします。 

──────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（杉本信一君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これをもって散会とします。 

午後 ４時１８分 散会 

 

 

 




